
主な内容 
◆京丹後市の予算 

◆児童医療費の助成を小学校卒業時まで拡大 

◆審議会委員を公募 

◆助役・収入役・各行政委員会委員を選任 

◆明日の農業を担う農業委員会委員 
 

　－新山保育所－ 

プールだ～いすきプールだ～いすき 

　　真っ黒に日焼けした　　真っ黒に日焼けした 

お魚さんになるぞ～！！お魚さんになるぞ～！！ 
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356億円            

270億1,760万円 

  64億4,600万円 

    5億  580万円 

80億9,000万円 

42億7,900万円 

7億8,300万円 

12億6,800万円 

4億1,400万円 

49億8,900万円 

8,560万円 

1,200万円 

3,450万円 

　　 　1億円            

　　　800万円 

　　　270万円 

82億7,137万円 

13億7,720万円 

68億9,417万円 

一般会計 

特別会計合計 

　　国民健康保険事業 

　　国民健康保険直営診療所事業 

　　老人保健事業 

　　介護保険事業 

　　介護サービス事業 

　　簡易水道事業 

　　集落排水事業 

　　公共下水道事業 

　　浄化槽整備事業 

　　土地取得事業 

　　工業用地造成事業 

　　宅地造成事業 

　　峰山財産区 

　　五箇財産区 

公営企業会計 

　　水道事業 

　　病院事業 

予算予算 予算 

　
市
の
会
計
は
、
大
き
く
「
一
般

会
計
」
と
「
特
別
会
計
」
、「
公
営

企
業
会
計
」
に
わ
か
れ
て
い
ま
す
。 

　
「
一
般
会
計
」
は
、
福
祉
や
教

育
、
建
設
と
い
っ
た
市
民
生
活
全

般
に
わ
た
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
会
計
で
す
。 

　
ま
た
、「
特
別
会
計
」
と
は
、
国

民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な
ど
の

よ
う
に
、
保
険
料
や
使
用
料
な
ど

の
特
定
の
収
入
を
も
っ
て
特
定
の

支
出
に
充
て
て
事
業
を
行
う
場
合

な
ど
に
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て

経
理
す
る
も
の
で
、
十
四
の
特
別

会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
収
益
が
あ
る
水
道
事
業

と
病
院
事
業
は
、
地
方
公
営
企
業

法
と
い
う
法
律
に
基
づ
き
、
公
営

企
業
会
計
と
し
て
設
け
て
い
ま
す
。 

　
京
丹
後
市
元
年
に
あ
た
る
平
成

十
六
年
度
の
予
算
総
額
は
、
七
百

八
億
八
千
八
百
九
十
七
万
円
で
、

そ
の
う
ち
一
般
会
計
が
三
百
五
十

六
億
円
、
特
別
会
計
が
十
四
会
計

を
あ
わ
せ
て
二
百
七
十
億
一
千
七

百
六
十
万
円
、
公
営
企
業
会
計
が

二
会
計
を
あ
わ
せ
て
八
十
二
億
七

千
百
三
十
七
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

　
一
般
会
計
は
、
合
併
前
の
六
町
・

一
部
事
務
組
合
の
平
成
十
五
年
度

当
初
予
算
三
百
四
十
四
億
一
千
五

百
四
十
三
万
円
に
対
し
、
三
・
四

％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

各
町
の
平
成
十
五
年
度
会
計
を
合

併
に
よ
り
三
月
末
で
打
ち
切
っ
た

た
め
、
十
五
年
度
中
に
収
入
、
ま

た
支
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
も
の
を
、
京
丹
後
市
の
予
算
に

再
計
上
し
た
た
め
で
、
そ
の
分
（
四

十
四
億
七
千
四
百
二
十
五
万
円
）

を
差
し
引
い
た
実
質
の
京
丹
後
市

の
一
般
会
計
予
算
は
、
三
百
十
一

億
二
千
五
百
七
十
五
万
円
で
、
前

年
度
六
町
な
ど
と
比
較
し
て
九
・

六
％
の
減
と
な
り
、
財
政
健
全
化

に
向
け
た
第
一
歩
と
な
る
抑
制
型

予
算
と
し
て
い
ま
す
。 

　 　
予
算
は
、
収
入
と
し
て
の
「
歳

入
」
と
、
支
出
と
し
て
の
「
歳
出
」

の
バ
ラ
ン
ス
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
内
訳
が
上
の
グ
ラ
フ
で

す
。 

  

　
一
般
会
計
の
歳
入
予
算
は
、「
自

主
財
源
」
と
「
依
存
財
源
」
に
わ

会
計
の
区
分 

一
般
会
計 

歳
　
入 

予
算
総
額 

◆地方税 

　市民税・固定 

　資産税など 

◆諸収入 

　預金利子・貸 

　付金の返済収 

　入など 

◆繰入金 

　財源調達など 

　のため、特別 

　会計や基金と 

　の間で資金を 

　移し替えるもの 

◆国庫・府支出金 

　国・府からの負担金や補助金、委託金 

◆地方債 

　建設事業などを行うための長期の借入金 

◆地方交付税 

　一定水準の行政サービスを保つための国からの交付金 

 

歳　　入 

まちづくりを　推進まちづくりを　推進 まちづくりを　推進 

国庫支出金 
35億4,957万円 
(10.0％)

地方債 
56億7,650万円 
(16.0％)

地方交付税 
113億円 
(31.7％)

地方税 
52億8,292万円 
(14.8％)

諸収入 
24億932万円 
(6.8％)

府支出金 
26億1,899万円 
(7.4％)

その他 
16億7,680万円 
(4.6％)

その他 
15億5,390万円 
(4.4％)

繰入金 
15億3,200万円 
(11.7％)

歳 入 総 額 

356億円 

69.7%

30.3%

依 

自 
主 
財 

源 
存 

財 

源 
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歳
　
出 

京丹後市　元年京丹後市　元年
 

京丹後市　元年
 

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
「
自
主
財
源
」
は
、
市
が
自
ら

徴
収
で
き
る
財
源
で
、
市
税
や
使

用
料
、
分
担
金
な
ど
が
こ
れ
に
あ

た
り
、
百
七
億
七
千
八
百
十
四
万

円
で
、
一
般
会
計
予
算
の
三
〇
・

三
％
を
占
め
ま
す
。 

　
ま
た
、
依
存
財
源
は
、
国
や
府

か
ら
入
る
お
金
や
借
入
金
な
ど
で
、

地
方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金
、
市

債
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
依
存

財
源
の
総
額
は
、
二
百
四
十
八
億

二
千
百
八
十
六
万
円
、
歳
入
の
六
九
・

七
％
を
占
め
て
い
ま
す
。 

　
依
存
財
源
の
う
ち
で
、
歳
入
全

体
の
三
一
・
七
％
を
占
め
る
地
方

交
付
税
は
百
十
三
億
円
で
あ
り
、

国
の
政
策
動
向
に
よ
り
京
丹
後
市

の
財
政
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。 

　
国
に
お
け
る
「
三
位
一
体
の
改
革
」

に
よ
り
、
過
去
に
例
の
な
い
規
模

で
の
地
方
交
付
税
の
削
減
や
、
国

庫
支
出
金
の
一
般
財
源
化
な
ど
の

財
政
改
革
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
京
丹
後
市
に
お
い
て
も
そ
の
影

響
に
よ
り
、
収
入
の
柱
と
な
る
地

方
交
付
税
も
多
く
見
込
め
ず
、
ま

た
市
税
に
つ
い
て
も
長
引
く
不
況

に
よ
り
伸
び
悩
ん
で
い
る
た
め
、

非
常
に
厳
し
い
予
算
編
成
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

  

　
目
的
別
で
は
、
福
祉
や
子
育
て

環
境
の
充
実
を
図
る
民
生
費
が
最

も
多
く
、
全
体
の
二
一
・
九
％
を

占
め
、
次
い
で
市
の
借
入
金
の
返

済
の
た
め
の
公
債
費
が
一
五
・
六
％
、

保
健
・
医
療
・
環
境
に
か
か
る
衛

生
費
が
一
四
・
一
％
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
性
質
別
で
は
、
最
も
多
い
も
の

が
市
長
・
議
会
議
員
・
職
員
な
ど

の
人
件
費
で
、
七
十
五
億
七
千
八

百
六
十
二
万
円
、
全
体
の
二
一
・

三
％
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
六
町

な
ど
の
平
成
十
五
年
度
予
算
と
比

較
し
て
六
億
五
千
二
百
三
十
五
万

円
の
減
と
な
り
、
合
併
の
効
果
が

直
ち
に
現
れ
て
い
ま
す
。 

　
（
主
な
事
業
は
次
頁
に
掲
載
し
て
い
ま
す
） 

　
平
成
十
六
年
度
予
算
は
、
経
常

経
費
の
削
減
に
努
め
な
が
ら
、
限

ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に
配
分
し
、

合
併
協
議
会
で
の
協
議
内
容
に
基

づ
き
、
新
市
建
設
計
画
の
将
来
像
「
ひ

と
　
み
ず
　
み
ど
り
　
歴
史
と
文

化
が
織
り
な
す
交
流
の
ま
ち
」
の

実
現
を
念
頭
に
お
い
た
、
京
丹
後

市
元
年
に
ふ
さ
わ
し
い
、
魅
力
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

ス
テ
ッ
プ
の
年
と
な
る
予
算
と
し

て
い
ま
す
。 

◆民生費 

　福祉や子育て 

　環境の充実の 

　ための経費 

◆公債費 

　市債の返済にあてる経費 

◆衛生費 

　保健・医療・環境にかかる経費 

◆総務費 

　地域振興、選挙、広報広聴などの経費 

◆土木費 

　道路や公園、市営住宅、都市計画事業などの経費 

◆教育費 

　学校施設の管理運営、生涯学習、スポーツ振興などの経費 

性質別歳出 目的別歳出 

魅力あふれる魅力あふれる 魅力あふれる 
人件費 

75億7,862万円 
(21.3％)

公債費 
55億4,775万円 
(15.6％)

扶助費 
26億570万円 
(7.3％)普通建設事業費 

54億9,175万円 
(15.4％)

繰出金 
29億2,798万円 
(8.2％)

補助費等 
51億9,241万円 
(14.6％)

その他 
7億6,055万円 
(2.1％)

物件費 
54億9,524万円 
(15.5％)

歳　出　総　額 

356億円 

投資的経費 

義 

務 

的 

経 経 

費 
費 

44.2％ 
40.4％ 

任 
意 

的 

土木費 
29億6,776万円 
(8.3％)

総務費 
38億689万円 
(10.7％)

衛生費 
50億2,070万円 
(14.1％)

公債費 
55億4,775万円 
(15.6％)

民生費 
78億683万円 
(21.9％)

教育費 
27億8,174万円 
(7.8％)

諸支出金 
28億3,000万円 
(8.0％)

その他 
48億3,833万円 
(13.6％)

歳 出 総 額 

356億円 

議会費、労働費 
農林水産業費 
商工費、消防費 
災害復旧費 
予備費 
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〇生活保護費　　　　　　　　             4億705万円 

 　市制に伴い、京都府から移管された生活保護費支

給事務を行います。 

〇出産祝金の支給　　　　　　　　            465万円 

 　第３子以降を対象に５万円の祝い金を支給します。  

〇精神障害者地域生活支援センター整備への支援 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9,700万円 

 　民間の社会福祉法人が設置する施設整備に対して

補助金を交付します。 

〇溝谷保育所整備事業　　　　　　　　　6,379万円 

 　弥栄地域で０歳児保育を行うため増改築などを行

います。 

保健福祉部保健福祉部 

農林部農林部 
〇農業法人育成支援　　　　　　　　　　　120万円 

 　自己完結型の農業経営を実施するため法人化を目

指す組織などに補助金を交付します。 

〇茶生産振興対策事業　　　　　　          3,912万円 

 　久美浜町永留の国営農地での本格的な茶生産を支

援するため補助金を交付します。 

〇堆肥舎設置事業　　　　　　　　　       1,204万円 

 　堆肥の有効利用を促進するため堆肥舎設置に補助

金を交付します。 

〇土地改良事業補助金　　　　　             2,800万円 

 　区が実施する小規模（50万円未満）の土地改良

事業に対し、受益者の自主性を高めるため補助金

を交付します。 

〇パイプハウス等整備事業　　　　　       7,067万円 

 　みず菜・花きなどの特産品の振興を図るため、パ

イプハウス設置に補助金を交付します。 

〇新規就農支援　　　　　　　　　          1,095万円 

 　新たな就農者を支援するため、３事業に補助金を

交付します。 

　　新規就農者支援事業　　　　　　　　　128万円 

　　就農支援事業資金償還助成事業　　　　648万円 

　　若い企業的農業後継者育成対策事業　　319万円 

〇水田農業振興推進事業　　　　             7,150万円 

 　米政策改革に対応し、市独自の助成制度として地

域特産物振興のため補助金を交付します。 

〇農業振興総合整備事業　　　　　          4,006万円 

 　大宮町河辺西部地区のほ場整備に着手します。 

〇有害鳥獣対策事業　　　　　　             2,495万円 

 　有害鳥獣の捕獲や防除施設の設置に補助金を交付

します。 

商工観光水産部商工観光水産部 
〇地域水産物供給基盤整備事業　　        1億703万円 

 　浜詰漁港に防波堤・魚礁を設置し、漁港環境の改

善を行います。 

〇漁港漁場機能高度化事業　　　　          6,002万円 

 　竹野漁港防砂堤の新設改良により泊地の埋没防止

などを行い、漁業活動の活発化と安全確保を図り

ます。 

〇観光サイン統一事業　　　　　             1,000万円 

 　市内外の観光看板を順次改修し、京丹後市のPR

を図ります。 

〇職業訓練校への補助金　　　　　　         235万円 

 　訓練校へ補助金を交付し、技能習得を目指すかた

を支援します。 

〇観光のまちづくり推進事業補助金　　　　250万円 

 　市内で製造業を営む事業者のかたが、観光客を受

け入れるために環境を整備する場合に、補助金を

交付します。 

〇経営支援事業　　　　　　　　             5,831万円 

 　商工業者のかたへ利子補給、信用保証料補給金を

支給するほか、起業家、空き店舗対策などの事業

に補助金を交付します。 

〇観光協会等支援事業　　　　　　          3,223万円 

 　観光振興の母体となる観光協会の組織強化と、観

光事業に補助金を交付し、観光産業の振興と観

光客誘致を積極的に推進します。 

〇観光イベント実施事業　　　　　          3,689万円 

 　各種のイベントを開催し、地域の活性化、人との

交流を推進するとともに、観光振興を図ります。 

〇観光ビデオ・パンフレットの作成　　　　740万円 

 　豊かな観光資源を市内外へアピールするため、観

光ビデオと観光パンフレットを作成し、観光客の

誘致を図ります。 

医療事業部医療事業部 

上下水道部上下水道部 

〇病院事業会計繰出金　　　　           4億5,000万円 

 　弥栄病院と久美浜病院への繰出金です。 

〇上水道一般会計出資債　　　           1億1,850万円 

 　水源開発整備事業（大宮町）          1億850万円 

　　老朽管更新事業（網野町）                1,000万円 

保健福祉部 

農林部 

医療事業部 

上下水道部 

商工観光水産部 

一般会計一般会計 一般会計 
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企画政策部企画政策部 企画政策部 

総務部・消防本部総務部・消防本部 

生活環境部生活環境部 

〇市勢要覧作成経費　　　　　　　　　　　500万円 

 　京丹後市の概要がわかる資料を２か年で作成しま

す。 

〇「合併記念式典」開催経費　　　　　　　418万円 

 　合併調印式から一周年となる８月11日に、京都

府丹後文化会館で開催します。 

〇ブロードバンドネットワーク整備事業への着手 

   　　　　　　　　　　　　　　　　　 　3,000万円 

 　通称「CATV」事業。難視聴地域の解消などに、

２か年で実施調査を行い、早期の完成を目指しま

す。 

〇地域振興協議会の設置　      　　　　　　365万円 

 　市民と行政との協働による地域の振興発展を目指

し、旧町単位に18人以内の委員で設置します。 

〇まちづくり推進活動支援事業の実施      　390万円 

 　市民グループによる自主的、主体的なまちづくり

の推進活動に補助金を交付します。 

〇地域振興基金の設置　　　　　　　　　　　3億円 

 　地域住民の連帯強化、地域振興を推進するために

合併特例債を財源として基金を設置します。 

〇地域防災計画の策定　　　　　　            389万円 

 　市全域の防災計画を２か年で策定します。 

〇二相式除細動器を購入（２基）　　　　　494万円 

 　心臓に電気ショックを与える装置を、峰山消防署

と網野分署の救急車に搭載します。 

〇小学生に対する医療給付事業の実施　　5,472万円 

 　小学校の児童の保護者に対して、償還払い方式に

より助成。10月１日から実施します。 

〇京都エコエネルギープロジェクトの推進 

　　　　　　　　　　　　　　　　　 1億4,245万円 

 　弥栄地域で世界初となる、太陽光、風力およびバ

イオガス発電の実験研究施設を整備します。 

〇「星空の街・あおぞらの街」全国大会開催事業  1,300万円 

 　８月21日・22日の２日間、豊かな自然環境を活

かした地域づくりのため、丹後あじわいの郷と京

都府丹後文化会館で大会を実施する実行委員会へ

の補助金。「風人祭」も同時に開催します。 

〇し尿処理施設建設改良事業　　　　 5億7,821万円 

 　下水汚泥の増加に備え、２か年事業で竹野川衛生

センターに汚泥焼却施設を増設します。全体事業

費として約12億円。 

〇男女共同参画計画の策定への取り組み 　　 303万円 

　　男女共同参画社会の実現を目指し、成人男女

2,000人を対象に住民意識調査を実施します。 

〇道路橋梁維持・改良事業　　　　　　 9億427万円 

 　道路維持8,000万円、道路改良3億6,597万円、橋

梁新設6,000万円、辺地道路2,074万円、過疎道

路2億2,215万円、地方道路臨時交付金事業1億

327万円、交通安全施設整備5,214万円 

〇除雪機械を購入（２台） 　　               3,180万円 

 　除雪機械を２台更新し、除雪体制を充実します。 

〇八丁浜シーサイドパーク整備事業　　 1億600万円 

 　多目的芝生広場、流末排水路を整備します。 

〇市営住宅松岡団地建替整備事業　    　2億5,592万円 

 　老朽化した公営住宅を建替え、14戸を建築します。  

〇公共下水道事業特別会計繰出金　　  7億5,000万円 

〇「アメニティ久美浜」整備事業　　  1億1,361万円 

 　アメニティ久美浜の駐車場整備と、アメニティ久

美浜と浜公園を結ぶ歩道橋を新設し、一体的な利

用を図ります。 

〇街なみ環境整備事業　　　　　　　　 　8,312万円 

 　久美浜一区の伝統的な街なみ保存と、地区防災施

設などの生活基盤施設を整備します。 

教育委員会教育委員会 教育委員会 
〇奨学資金給付金　　　　　　　　　　　1,200万円 

 　経済的に困難な家庭の高校生や大学生などを対象

に奨学資金を給付します。 

〇宇川小学校大規模改造事業　　 　　　3億300万円 

 　耐震・大規模改造、調理場の改修を２か年事業で

行います。 

〇指定文化財等補助金　　　　　　　　　　300万円 

 　補助金を交付し、文化財保護に努めます。 

〇地域公民館長の設置　　　　　             1,182万円 

 　旧町ごとに公民館活動の核となる地域公民館長を

設置します。 

〇図書館管理運営事業　　　　　　　　　 5,265万円 

 　峰山図書館とあみの図書館を中心に、図書の普及

に努めます。 

〇京丹後市体育協会補助金　　　　　　    1,898万円 

 　京丹後市の合併にあわせ、発足した市体育協会へ

へ助成します。 

総務部・消防本部 

生活環境部 

建設部建設部 建設部 

主な事業主な事業 主な事業 
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会
議
の
公
開
は
、
①
透
明
か
つ

公
正
な
会
議
の
運
営
、
②
市
民
の

市
政
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
、

③
市
民
の
知
る
権
利
の
確
保
を
目

的
に
行
う
も
の
で
す
。
対
象
と
な

る
の
は
、
市
の
事
務
ま
た
は
事
業

に
つ
い
て
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

意
見
や
、
専
門
的
見
地
の
反
映
お

よ
び
公
正
の
確
保
を
図
る
た
め
に

設
置
さ
れ
た
審
議
会
な
ど
で
す
。 

　
な
お
、
法
令
な
ど
に
よ
り
非
公

開
と
さ
れ
て
い
る
も
の
や
、
市
の

情
報
公
開
条
例
で
規
定
す
る
非
公

開
情
報
を
審
議
す
る
場
合
な
ど
は
、

非
公
開
と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
公
開
と
す
る
会
議
は
、
開
催
七

日
前
ま
で
に
市
役
所
お
よ
び
市
民

局
な
ど
で
お
知
ら
せ
す
る
ほ
か
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す

る
予
定
で
す
。 

　
会
議
は
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
会
場
の

関
係
で
定
員
を
設
け
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
定
員
を
超
え
た
場
合

は
、
先
着
順
、
も
し
く
は
抽
選
を

行
う
な
ど
、
各
審
議
会
で
定
め
た

方
法
に
よ
り
傍
聴
者
を
決
定
。
傍

聴
さ
れ
る
か
た
に
は
、
会
議
で
委

員
に
配
付
す
る
資
料
と
同
じ
も
の

を
配
付
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
会
議
終
了
後
は
、
す
み

や
か
に
会
議
録
や
会
議
資
料
を
公

開
し
ま
す
。
公
開
す
る
会
議
録
な

ど
は
、
市
役
所
お
よ
び
市
民
局
、

ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で

き
ま
す
。 

　
市
長
は
、
毎
年
六
月
議
会
で
、

こ
の
制
度
の
運
用
状
況
を
報
告
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
運

用
状
況
は
、
本
紙
お
よ
び
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。 

 

　
こ
れ
ま
で
審
議
会
の
委
員
は
、

各
分
野
の
関
係
者
や
学
識
経
験
者

の
か
た
な
ど
で
構
成
し
て
い
ま
し

た
。
市
で
は
、
審
議
会
の
議
論
に

対
し
て
幅
広
い
意
見
や
提
言
を
反

映
さ
せ
る
た
め
、
委
員
の
一
部
を

公
募
し
ま
す
。 

　
公
募
す
る
の
は
、
市
内
に
在
住

の
十
五
歳
以
上
の
か
た
が
対
象
で

す
。
た
だ
し
、
国
、
地
方
公
共
団

体
の
議
員
、
職
員
は
対
象
外
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
今
回
は
、
「
総
合
計
画
審
議
会
」

な
ど
四
つ
の
審
議
会
委
員
約
十
人

を
公
募
し
ま
す
。
作
文
や
面
接
に

よ
り
選
考
し
、
委
員
と
な
っ
た
か

た
に
は
、
各
審
議
会
に
出
席
し
て

い
た
だ
き
、
幅
広
い
意
見
を
述
べ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

開かれた市政開かれた市政 幅広い議論幅広い議論 開かれた市政 幅広い議論 
審議会を公開＆委員を公募 

　
市
で
は
、
開
か
れ
た
行
政
の
実
現
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、

審
議
会
な
ど
の
会
議
を
原
則
と
し
て
公
開
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
審
議
会
の
委
員
に
つ
い
て
、
幅
広
い
意
見
の
反
映
を

図
る
た
め
、
委
員
の
一
部
を
公
募
し
ま
す
。 

だ
れ
で
も
傍
聴
可
能 

募
集
対
象
は
15
歳
以
上 

　
市
で
は
、
市
政
や
、
行
政
運
営

な
ど
に
対
し
て
、
市
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
の
ご
意
見
や
ご
提
案
を
積

極
的
に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
く
た

め
、
「
ご
意
見
箱
」
を
八
月
か
ら

設
置
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
は
、
開
か
れ
た
市
政
の
実

現
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
自
由
闊

達
に
ご
意
見
、
ご
提
案
、
評
価
を

し
て
い
た
だ
く
よ
う
な
市
民
本
意
、

市
民
起
点
の
行
政
を
築
き
あ
げ
て

い
く
た
め
の
一
環
と
し
て
行
う
も

の
で
す
。 

　「
ご
意
見
箱
」は
、

市
役
所
各
庁
舎

と
弥
栄
病
院
、
久

美
浜
病
院
の
八

か
所
に
設
置
し

て
い
ま
す
。 

　
備
え
付
け
の

用
紙
に
ご
意
見

な
ど
を
記
入
し

て
い
た
だ
き
、

投
函
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
専
用
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い

ま
す
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど

は
担
当
課
で
検
討
し
、
二
週
間
程

度
で
お
答
え
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
ご
意
見
な
ど
は
、
本
紙

や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
も
、

掲
載
し
て
い
き
ま
す
。 

あ
な
た
の
声
を
市
政
に 

ご
意
見
箱
を
設
置

ご
意
見
箱
を
設
置 

ご
意
見
箱
を
設
置

ご
意
見
箱
を
設
置 

ご
意
見
箱
を
設
置 

みなさんのご意見をお待ちして

います（写真はイメージです） 
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医
療
費
の
助
成
は
、
合
併
前
の

旧
六
町
で
も
小
学
校
入
学
前
ま
で

の
乳
幼
児
の
保
護
者
の
か
た
に
対

し
て
行
っ
て
い
ま
し
た
。
合
併
後

も
「
京
丹
後
市
乳
幼
児
医
療
費
の

支
給
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、

引
き
続
き
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
、
少
子
化
対
策
、
子
育
て

支
援
の
一
環
と
し
て
、
新
た
に
「
京

丹
後
市
児
童
医
療
費
の
助
成
に
関

す
る
条
例
」
を
制
定
。
医
療
費
の

助
成
対
象
範
囲
を
小
学
校
卒
業
時

ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
よ
り
、
市
内
に
住
む
子 

ど
も
は
〇
歳
か
ら
小
学
校
を
卒
業

す
る
ま
で
、
一
か
月
二
百
円
の
自

己
負
担
（
一
病
院
当
た
り
）
で
受

診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
な
お
、
旧
六
町
の
合
併
協
議
会

が
新
市
建
設
の
基
本
方
針
と
し
て

策
定
し
た
「
新
市
建
設
計
画
」
で

は
、
高
校
生
ま
で
を
対
象
に
医
療

費
を
助
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
昨
今
の
厳
し
い

財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
当
面
の
措

置
と
し
て
拡
大
範
囲
を
小
学
生
ま

で
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
利
用

状
況
な
ど
を
見
て
、
改
め
て
検
討

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

　
市
内
を
所
在
地
と
す
る
小
学
校

に
通
学
す
る
児
童
の
保
護
者
の
か

た
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
対
象

に
な
り
ま
す
。
特
に
所
得
制
限
な

ど
も
設
け
て
い
ま
せ
ん
。
な
お
、

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
児
童
の

保
護
者
、
市
福
祉
医
療
費
受
給
者

証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
児
童
の

保
護
者
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
保
険
対
象
外
の
医
療
行
為

に
係
る
費
用
も
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
助
成
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。
「
乳
幼
児
医
療
費
支
給

制
度
」
と
違
い
受
給
者
証
は
発
行

し
ま
せ
ん
。
病
院
な
ど
で
先
に
医

療
費
（
自
己
負
担
分
）
を
支
払
い
、

市
役
所
窓
口
に
あ
る
申
請
書
に
、

病
院
な
ど
が
発
行
す
る
領
収
書
を

添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
　

　
申
請
書
に
添
付
す
る
領
収
書
（
レ

シ
ー
ト
可
）
は
、
受
診
者
の
名
前

と
保
険
点
数
が
記
入
さ
れ
て
い
る

も
の
が
必
要
で
す
。
領
収
書
を
失

っ
た
り
、
受
診
者
の
名
前
な
ど
が

記
入
さ
れ
て
い
な
い
領
収
書
し
か

な
い
場
合
は
、
病
院
な
ど
で
受
診

証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

申
請
書
の
下
欄
に
受
診
証
明
欄
が

あ
り
ま
す
。
領
収
書
に
受
診
者
の

名
前
の
記
入
が
な
い
病
院
な
ど
で

受
診
す
る
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
申

請
書
を
持
参
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。 

　
今
回
の
医
療
費
の
助
成
制
度
は
、

全
国
的
に
見
て
も
あ
ま
り
例
が
あ

り
ま
せ
ん
。
市
の
レ
ベ
ル
で
は
、

横
浜
市
や
川
崎
市
で
小
学
生
を
対

象
に
入
院
医
療
費
の
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
外
来
診
療
を
含
む

一
般
医
療
費
の
助
成
は
、
全
国
初

の
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。 

 

　
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
乳
幼
児

の
保
護
者
の
か
た
に
対
し
て
行
っ

て
い
る
医
療
費
の
助
成
は
、
府
内

の
病
院
な
ど
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
月
二
百
円
の
窓
口
負
担

で
受
診
で
き
ま
す
。
ま
た
、
お
手

持
ち
の
乳
幼
児
医
療
受
給
者
証
は

そ
の
ま
ま
使
え
ま
す
。
　 

　
一
方
、
現
在
、
小
学
生
の
保
護

者
の
か
た
を
対
象
に
行
っ
て
い
る

歯
科
治
療
の
負
担
金
を
補
助
し
て

い
る
制
度
は
廃
止
と
な
り
、
今
回

の
児
童
医
療
費
助
成
制
度
に
含
ま

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
歯
科
治
療
の
費
用
に
つ
い
て

は
、
二
百
円
の
負
担
が
発
生
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

自
己
負
担
は 

一
か
月
二
百
円 

今年10月1日から 

児
童
医
療
費
の
助
成
範
囲 

小
学
校
卒
業
時
ま
で
拡
大 
小
学
校
卒
業
時
ま
で
拡
大 

　
市
で
は
、
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
の
保
護
者
の
か

た
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
医
療
費
の
助
成
を
、
小
学
校
卒
業
時

ま
で
に
範
囲
を
拡
大
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
条
例
は
、
児
童
の
病
気
を
早
期
に
発
見
し
、
適
切
な
療

養
を
受
け
、
病
気
な
ど
の
慢
性
化
の
防
止
を
図
る
こ
と
な
ど
を

目
的
と
す
る
も
の
で
す
。 

　
予
算
は
約
五
千
四
百
万
円
で
、
今
年
十
月
か
ら
施
行
し
ま

す
。 

市
内
在
住
な
ら 

誰
で
も
対
象
に 

助
成
受
け
る
に
は

申
請
が
必
要 

乳
幼
児
医
療
は 

変
更
な
し 

医
療
費
の
助
成
が
拡
大
さ
れ
、
小
学

生
も
十
月
か
ら
は
一
か
月
二
百
円
の

自
己
負
担
で
受
診
で
き
る
（
写
真
は

久
美
浜
病
院
小
児
科
）
 

全
国
全
国
の
市
で
初 

全
国
の
市
で
初 
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引野　恒司さん 

美王惠次郎さん 上羽　敏夫さん 

吉岡　弘陞さん 

上川　惇逸さん 

荻野　秀忠さん 

篠村　頼和さん 

川口健太郎さん 

今西　岩雄さん 

小栗　徳宗さん 

岸田　薫子さん 吉岡　賢一さん 

委員長　荻野　秀忠さん（峰山町堺） 

　　任期：平成16年６月４日～平成18年６月３日（２年） 

委員長職務代理者　吉岡　弘陞さん（弥栄町木橋） 

　　任期：平成16年６月４日～平成20年６月３日（４年）

委　員　上川　惇逸さん（大宮町延利） 

　　任期：平成16年６月４日～平成19年６月３日（３年） 

教育委員会委員教育委員会委員 

公平委員会委員公平委員会委員 選挙管理委員会委員選挙管理委員会委員 

委員長　小栗　徳宗さん（峰山町菅） 

委員長職務代理者　川口健太郎さん（大宮町奥大野） 

委　員　篠村　頼和さん（網野町網野） 

委　員　今西　岩雄さん（丹後町間人） 

　任期：平成16年６月２日～平成20年６月１日（４年） 

教育委員会委員 

公平委員会委員 選挙管理委員会委員 

 

委員長　美王惠次郎さん（久美浜町） 

　任期：平成16年７月８日～平成20年７月７日（４年） 

委員長職務代理者　上羽　敏夫さん（丹後町成願寺） 

　任期：平成16年７月８日～平成19年７月７日（３年） 

委　員　岸田　薫子さん（峰山町杉谷） 

　任期：平成16年７月８日～平成18年７月７日（２年） 

委　員　吉岡　賢一さん（大宮町周枳） 

　任期：平成16年７月８日～平成17年７月７日（１年） 

教育長　引野　恒司さん（網野町郷） 

　任期：平成16年７月８日～平成20年７月７日（４年） 
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助
　
役
　
荒
田
　
裕
安
さ
ん 

収
入
役
　
大
下
　
道
之
さ
ん 

  

　
大
下
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
五
年
に
丹
後
町

職
員
と
し
て
就
職
以
来
、
商
工
観
光
課
長
、

企
画
活
性
課
長
、
総
務
課
長
を
歴
任
。
ま
た
、

退
職
と
同
時
に
平
成
十
四
年
八
月
か
ら
丹
後

町
助
役
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。 

　
任
期
は
、
平
成
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
平

成
二
十
年
六
月
三
十
日
。
（
四
年
） 

　
荒
田
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
年
に
京
都
府
職

員
と
し
て
就
職
以
来
、
宮
津
地
方
振
興
局
総

務
課
長
、
峰
山
保
健
所
次
長
、
与
謝
の
海
病

院
事
務
部
長
、
丹
後
広
域
地
方
振
興
局
副
局

長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。 

　
任
期
は
、
平
成
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
平

成
二
十
年
六
月
三
十
日
。
（
四
年
） 

田中　正直さん 小谷幸市郎さん 井上　隆さん 増田　隆男さん 

吉岡　一男さん 徳田　澄生さん 

小松　道男さん 川村　博茂さん 

　６月定例議会において、助役に荒田裕安さん、収入役に大下道之さんの選任が同意されました。 

　また、行政委員会委員として「監査委員」、「固定資産評価審査委員会委員」、「公平委員会委員」、「選挙管理委

員会委員」、「教育委員会委員」の各委員のみなさんについても同意されました。 

固定資産評価審査委員会委員固定資産評価審査委員会委員 
委員長　吉岡　一男さん（大宮町周枳） 

委員長職務代理者　徳田　澄生さん（峰山町荒山） 

委　員　井上　　隆さん（網野町網野） 

委　員　小谷幸市郎さん（丹後町間人） 

委　員　増田　隆男さん（弥栄町吉沢） 

委　員　田中　正直さん（久美浜町壱分） 

　　任期：平成16年６月４日～平成19年６月３日（３年） 

監査委員監査委員 

委　員　小松　通男さん（峰山町杉谷） 

　　　任期：平成16年６月２日～平成20年６月１日（４年） 

議会選出　川村　博茂さん（大宮町周枳） 

　　任期：平成16年６月２日～平成20年５月15日（４年） 

監査委員 

固定資産評価審査委員会委員 

助役に　荒田裕安さん　　収入役に大下道之さん助役に　荒田裕安さん　　収入役に大下道之さん 
各行政委員会委員を選任各行政委員会委員を選任 

助役に　荒田裕安さん　　収入役に大下道之さん 
各行政委員会委員を選任 

（
大
宮
町
河
辺
） 

（
丹
後
町
竹
野
） 
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植次　義範さん 

（網野町木津） 

中江　泰吉さん 

（網野町下岡） 

沖　尚三さん 

（峰山町橋木） 

由村　幹夫さん 

（大宮町延利） 

米田　春美さん 

（丹後町徳光） 

田宮　邦男さん 

（弥栄町黒部） 

安達　睦夫さん 

（久美浜町出角） 

城下　佳郎さん 

（網野町島津） 

松本　隆司さん 

（網野町木津） 

梅田　和男さん 

（網野町網野） 

若松　博さん 

（久美浜町関） 

森岡　仁作さん 

（弥栄町木橋） 

味田　弘保さん 

（弥栄町鳥取） 

中嶋　昇さん 

（久美浜町） 

金久　光男さん 

（弥栄町溝谷） 

和田　房子さん 

（久美浜町三谷） 

小國　正一さん 

（久美浜町佐野） 

藤本　和久さん 

（久美浜町葛野） 

祝前貞一郎さん 

（丹後町谷内） 

吉岡　茂伸さん 

（弥栄町溝谷） 

吉岡　潤三さん 

（久美浜町円頓寺） 

川戸　知之さん 

（丹後町此代） 

農
業
共
済
組
合
推
薦
の
選
任
委
員 

市
議
会
推
薦
の
選
任
委
員 

農
業
協
同
組
合
推
薦
の
選
任
委
員 
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松村　統克さん 

（大宮町周枳） 
 

宇野　明忠さん 

（丹後町成願寺） 

平井　巧さん 

（峰山町丹波） 

鴨田　忠司さん 

（大宮町上常吉） 

安井　利幸さん 

（網野町新庄） 

谷口　光さん 

（峰山町小西） 

今西　正行さん 

（大宮町周枳） 

砂井　國雄さん 

（峰山町内記） 

岡田　安史さん 

（大宮町河辺） 

中村啓次郎さん 

（峰山町鱒留） 

　杉　和男さん 

（大宮町善王寺） 

荒田　敏郎さん 

（峰山町長岡） 

野村　重嘉さん 

（久美浜町市場） 

黒田　徳重さん 

（久美浜町浦明） 
小國真一郎さん 

（久美浜町油池） 

　
農
業
委
員
会
の
委
員
は
、合
併
時
に
お
い
て
空
白

期
間
が
な
い
よ
う
に
、合
併
特
例
法
の
規
定
を
適
用

し
て
、
旧
町
の
委
員
で
あ
っ
た
か
た
の
中
か
ら
、
互

選
さ
れ
た
委
員
の
か
た
に
、四
月
か
ら
六
月
ま
で
の

三
か
月
間
、「
京
丹
後
市
農
業
委
員
会
委
員
」と
し
て

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
特
例
期
間
中
の
六
月
六
日
に「
農
業
委
員
会
委
員

一
般
選
挙
」
の
告
示
を
行
い
、
午
後
五
時
で
立
候
補

の
届
け
出
を
締
め
切
っ
た
結
果
、定
数
の
三
十
人
を

超
え
る
立
候
補
者
が
な
く
無
投
票
と
な
り
、六
月
十

三
日
の
選
挙
会
で
当
選
者
が
決
定
さ
れ
、新
し
い
農

業
委
員
会
委
員
の
み
な
さ
ん
に
当
選
証
書
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
農
業
共
済
組
合
と
農
業
協
同
組
合
、
市
議

会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
選
任
委
員
七
人
も
選
出
さ
れ
、

任
期
の
平
成
十
九
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
三
年
間
、

農
業
者
の
代
表
と
し
て
農
地
の
有
効
利
用
や
経
営

の
合
理
化
な
ど
、地
域
農
業
の
将
来
展
望
を
切
り
開

く
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
改
選
に
伴
い
、
七
月
一
日
に
「
第
一
回
農
業
委
員

会
総
会
」が
開
か
れ
、会
長
に
宇
野
明
忠
さ
ん（
丹
後

町
成
願
寺
）
、
会
長
職
務
代
理
者
に
野
村
重
嘉
さ
ん

（
久
美
浜
町
市
場
）
な
ど
の
役
員
の
選
出
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

選挙による委員は無投票 

宇野　明忠 

野村　重嘉 

黒田　徳重 

砂井　國雄 

小國真一郎 

安井　利幸 

役　　員 

会　　　長 

会長職務代理者 

農地部会長 

農地部会長職務代理者 

農政部会長 

農政部会長職務代理者 

（敬称略） 

明日の農業を担う明日の農業を担う 
　　　　新しい農業委員さんが決定　　　　新しい農業委員さんが決定 
明日の農業を担う 
　　　　新しい農業委員さんが決定 
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連
日
の
厳
し
い
訓
練
の
成
果
を
競
う

連
日
の
厳
し
い
訓
練
の
成
果
を
競
う 

京
丹
後
市
消
防
団 

　
各
町
で「
消
防
操
法
競
技
大
会
」を
開
催 

　
六
月
二
十
日
と
二
十
七
日
に
、各

町
で
「
消
防
操
法
競
技
大
会
」
が
開

か
れ
、生
業
を
も
ち
な
が
ら
も
長
期

間
に
わ
た
る
早
朝
・
夜
間
に
及
ん
で

の
厳
し
い
訓
練
の
成
果
が
競
わ
れ

ま
し
た
。 

　
消
防
操
法
と
は
、「
訓
練
に
お
け

る
消
防
用
機
械
器
具
の
取
り
扱
い

お
よ
び
操
作
」
の
こ
と
を
い
い
、
万

一
の
火
災
か
ら
市
民
の
生
命
・
財
産

を
守
る
た
め
迅
速
・
安
全
・
確
実
な

消
防
活
動
を
行
え
る
よ
う
に
訓
練

を
重
ね
る
と
と
も
に
、団
員
の
士
気

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
二
年

に
一
度
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
競
技
は
、「
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
」

（
指
揮
者
を
含
め
操
作
員
五
人
）
と

「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
」（
同
四
人
）

の
二
部
門
で
実
施
。 

　
操
作
員
は
、
指
揮
者
の
「
操
作
始

め
」
の
号
令
を
合
図
に
、
タ
イ
ム
と

正
確
さ
、
安
全
性
、
士
気
や
規
律
に

い
た
る
ま
で
の
厳
し
い
審
査
に
、服

の
色
が
か
わ
る
ほ
ど
の
汗
を
か
き

な
が
ら
全
力
で
挑
み
ま
し
た
。 

　
会
場
で
は
、き
び
き
び
と
し
た
動

作
で
次
々
と
操
作
を
行
う
団
員
の

姿
に
、来
賓
や
家
族
な
ど
か
ら
大
き

な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、競
技
終
了
後
に
行
わ
れ
た

表
彰
式
に
並
ん
だ
団
員
の
表
情
に

は
、
厳
し
い
訓
練
を
乗
り
越
え
、
力

を
出
し
切
っ
た
こ
と
で
の
達
成
感

が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

　
消
防
団
で
は
、「
京
丹
後
市
消
防

操
法
競
技
大
会
」（
七
月
十
八
日
・
鳥

取
小
学
校
・
弥
栄
町
）
を
経
て
、「
京

都
府
消
防
操
法
大
会
」（
八
月
一
日
・

丹
波
自
然
運
動
公
園
・
丹
波
町
）
の

出
場
に
向
か
っ
て
、さ
ら
に
連
日
に

わ
た
る
厳
し
い
訓
練
が
続
け
ら
れ

ま
す
。 

　 　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
） 

連
日
の
厳
し
い
訓
練
の
成
果
を
競
う 

 

 ポ
ン
プ
車
操
法
の
部 

優
　
勝
　
峰
山
第
一
分
団
第
二
部 

　
　
　
　
指
揮
者
　
山
添
　
　
晃 

　
　
　
　
一
番
員
　
田
中
　
啓
介 

　
　
　
　
二
番
員
　
荻
野
　
勝
博 

　
　
　
　
三
番
員
　
田
家
　
祥
行 

　
　
　
　
四
番
員
　
相
見
浩
太
郎 

準
優
勝
　
峰
山
第
一
分
団
第
三
部 

第
三
位
　
峰
山
第
四
分
団
第
一
部 

 

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部 

優
　
勝
　
峰
山
第
二
分
団
第
三
部 

　
　
　
　
指
揮
者
　
森
田
　
勝
博 

　
　
　
　
一
番
員
　
中
村
　
禎
宏 

　
　
　
　
二
番
員
　
井
藤
　
貴
寛 

　
　
　
　
三
番
員
　
小
林
　
　
肇 

準
優
勝
　
峰
山
第
五
分
団
第
三
部 

第
三
位
　
峰
山
第
二
分
団
第
二
部 

第
四
位
　
峰
山
第
六
分
団
第
四
部 

第
五
位
　
峰
山
第
二
分
団
第
一
部 

 
優
秀
操
作
員 

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部 

　
指
揮
者
　
岸
田
　
豊
広 

　
　（
峰
山
第
三
分
団
第
二
部
）　 

　
一
番
員
　
安
田
　
典
充 

　
　（
峰
山
第
三
分
団
第
二
部
）　 

　
二
番
員
　
荻
野
　
　
勝 

　
　（
峰
山
第
五
分
団
第
一
部
）　 

　
三
番
員
　
田
家
　
祥
行 

　
　（
峰
山
第
一
分
団
第
二
部
）　 

　
四
番
員
　
田
村
　
浩
功 

　
　（
峰
山
第
六
分
団
第
一
部
）　 

優
秀
操
作
員 

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部 

　
　
指
揮
者
　
滝
上
　
博
行 

　
　
　（
峰
山
第
二
分
団
第
一
部
） 

　
　
一
番
員
　
高
尾
　
雅
志 

　
　
　（
峰
山
第
五
分
団
第
一
部
） 

　
　
二
番
員
　
藤
原
　
　
浩 

　
　
　（
峰
山
第
三
分
団
第
四
部
） 

　
　
三
番
員
　
田
中
　
忠
夫 

　
　
　（
峰
山
第
六
分
団
第
四
部
） 

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部 

優
　
勝
　
大
宮
第
一
分
団
第
三
部 

　
　
　
　
指
揮
者
　
田
中
　
　
浩 

　
　
　
　
一
番
員
　
木
成
　
行
陽 

　
　
　
　
二
番
員
　
尾
前
　
博
和 

　
　
　
　
三
番
員
　
広
瀬
　
義
明 

　
　
　
　
四
番
員
　
田
中
　
健
也 

準
優
勝
　
大
宮
第
二
分
団
第
一
部 

第
三
位
　
大
宮
第
一
分
団
第
二
部 

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部 

優
　
勝
　
大
宮
第
一
分
団
第
一
部 

　
　
　
　
指
揮
者
　
宇
野
　
幸
雄 

　
　
　
　
一
番
員
　
小
西
　
隆
弘 

　
　
　
　
二
番
員
　
田
中
　
勝
茂 

　
　
　
　
三
番
員
　
矢
谷
　
貴
昭 

準
優
勝
　
大
宮
第
二
分
団
第
一
部 

第
三
位
　
大
宮
第
二
分
団
第
三
部 

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部 

優
　
勝
　
網
野
第
二
分
団
第
二
部
第
三
班 

　
　
　
　
指
揮
者
　
後
藤
　
　
右 

　
　
　
　
一
番
員
　
野
村
　
大
樹 

　
　
　
　
二
番
員
　
浜
本
　
起
実 

　
　
　
　
三
番
員
　
池
部
　
卓
弥 

　
　
　
　
四
番
員
　
山
本
　
真
也 

準
優
勝
　
網
野
第
一
分
団
第
一
部
第
一
班 

第
三
位
　
網
野
第
二
分
団
第
一
部
第
三
班 

網
野
町
消
防
操
法
競
技
大
会 

大
宮
町
消
防
操
法
競
技
大
会 

峰
山
町
消
防
操
法
競
技
大
会 
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小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部 

優
　
勝
　
網
野
第
二
分
団
第
三
部 

　
　
　
　
指
揮
者
　
峠
下
　
忠
則 

　
　
　
　
一
番
員
　
松
本
　
恵
吾 

　
　
　
　
二
番
員
　
吉
岡
　
秀
樹 

　
　
　
　
三
番
員
　
坂
口
　
真
也 

準
優
勝
　
網
野
第
一
分
団
第
二
部 

第
三
位
　
網
野
第
五
分
団
第
一
部
第
一
班 

第
四
位
　
網
野
第
一
分
団
第
一
部
第
二
班 

第
五
位
　
網
野
第
一
分
団
第
三
部 

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部 

優
　
勝
　
丹
後
第
二
分
団
第
一
部 

　
　
　
　
指
揮
者
　
道
家
　
城
作 

　
　
　
　
一
番
員
　
宇
野
　
直
樹 

　
　
　
　
二
番
員
　
上
羽
　
善
久 

　
　
　
　
三
番
員
　
溝
尻
　
尚
敏 

　
　
　
　
四
番
員
　
木
本
　
義
幸 

準
優
勝
　
丹
後
第
一
分
団
第
一
部 

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部 

優
　
勝
　
丹
後
第
二
分
団
第
二
部 

　
　
　
　
指
揮
者
　
堀
江
　
弘
文 

　
　
　
　
一
番
員
　
岡
崎
　
浩
和 

　
　
　
　
二
番
員
　
松
見
　
崇
志 

　
　
　
　
三
番
員
　
給
田
　
周
作 

準
優
勝
　
丹
後
第
四
分
団
第
二
部 

第
三
位
　
丹
後
第
二
分
団
第
三
部 

 

優
秀
操
作
員 

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部 

　
　
指
揮
者
　
田
中
　
正
和 

　
　
　（
丹
後
第
四
分
団
第
一
部
） 

　
　
一
番
員
　
森
野
　
善
樹 

　
　
　（
丹
後
第
一
分
団
第
一
部
） 

　
　
二
番
員
　
岡
田
　
明
久 

　
　
　（
丹
後
第
四
分
団
第
一
部
） 

　
　
三
番
員
　
溝
尻
　
尚
敏 

　
　（
丹
後
第
二
分
団
第
一
部
）　 

　
　
四
番
員
　
木
本
　
義
幸 

　
　
　
（
丹
後
第
二
分
団
第
一
部
）

　 

優
秀
操
作
員 

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部 

　
　
指
揮
者
　
堀
江
　
弘
文 

　
　
　（
丹
後
第
二
分
団
第
二
部
） 

　
　
一
番
員
　
上
田
　
照
三 

 

　
　
二
番
員
　
松
見
　
崇
志 

 

　 　
　
三
番
員
　
尾
瀬
　
大
輔 

　
　
　（
丹
後
第
三
分
団
第
一
部
） 

   

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部 

優
　
勝
　
弥
栄
第
三
分
団
第
一
部 

　
　
　
　
指
揮
者
　
間
芝
　
臣
知 

　
　
　
　
一
番
員
　
吉
岡
　
邦
明 

　
　
　
　
二
番
員
　
吉
岡
　
幸
宣 

　
　
　
　
三
番
員
　
堀
江
　
　
学 

　
　
　
　
四
番
員
　
松
村
　
茂
範 

準
優
勝
　
弥
栄
第
四
分
団
第
一
部 

 

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部 

優
　
勝
　
弥
栄
第
四
分
団
第
二
部 

　
　
　
　
指
揮
者
　
吉
岡
　
憲
一 

　
　
　
　
一
番
員
　
田
邉
　
　
稔 

　
　
　
　
二
番
員
　
森
岡
　
　
直 

　
　
　
　
三
番
員
　
河
戸
　
和
典 

準
優
勝
　
弥
栄
第
三
分
団
第
二
部 

第
三
位
　
弥
栄
第
五
分
団
第
一
部

　 

優
秀
操
作
員 

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部 

　
指
揮
者
　
市
川
　
勝
也 

　
　（
弥
栄
第
四
分
団
第
一
部
）　 

　
一
番
員
　
伊
藤
　
直
人 

　
　（
弥
栄
第
四
分
団
第
一
部
）　 

　
二
番
員
　
西
井
　
啓
輔 

　
　（
弥
栄
第
二
分
団
第
一
部
）　 

　
三
番
員
　
　
岡
　
幸
夫 

　
　（
弥
栄
第
五
分
団
第
二
部
）　 

　
四
番
員
　
森
野
　
貴
之 

　
　（
弥
栄
第
二
分
団
第
一
部
）　 

 

優
秀
操
作
員 

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部 

　
　
指
揮
者
　
吉
岡
　
憲
一 

　
　
　（
弥
栄
第
四
分
団
第
二
部
） 

　
　
一
番
員
　
辻
　
　
善
尚 

　
　
　（
弥
栄
第
三
分
団
第
二
部
） 

　
　
二
番
員
　
田
畑
　
信
夫 

　
　
　（
弥
栄
第
五
分
団
第
一
部
） 

　
　
三
番
員
　
河
戸
　
和
典 

　
　
　（
弥
栄
第
四
分
団
第
二
部
） 

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部 

優
　
勝
　
久
美
浜
第
四
分
団
第
一
部 

　
　
　
　
指
揮
者
　
山
岡
　
精
紀 

　
　
　
　
一
番
員
　
藤
沢
　
勝
彦 

　
　
　
　
二
番
員
　
梅
本
　
稔
博 

　
　
　
　
三
番
員
　
西
垣
　
聡
司 

　
　
　
　
四
番
員
　
家
城
　
俊
昭 

準
優
勝
　
久
美
浜
第
三
分
団
第
二
部 

 

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部 

優
　
勝
　
久
美
浜
第
三
分
団
第
一
部 

　
　
　
　
指
揮
者
　
小
西
　
　
寛 

　
　
　
　
一
番
員
　
古
村
　
真
文 

　
　
　
　
二
番
員
　
福
田
　
利
晴 

　
　
　
　
三
番
員
　
山
本
　
正
規 

準
優
勝
　
久
美
浜
第
三
分
団
第
三
部 

 

優
秀
分
団 

　
　
　
　
久
美
浜
第
三
分
団 

丹
後
町
消
防
操
法
競
技
大
会 

弥
栄
町
消
防
操
法
競
技
大
会 

久
美
浜
町
消
防
操
法
競
技
大
会 

（
丹
後
第
二
分
団
第
二
部
） 

（
丹
後
第
一
分
団
第
二
部
） 
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新
た
に 

丹
後
の
魅
力
発
信 

　
　
拠
点
整
備
推
進
室 
行
財
政
改
革
推
進
室 

設
置 

職員体制 

室
　
長
　
和
田
　
道
雄 

室
長
補
佐
　
下
岡
啓
二
郎 

　
　
　
　
中
西
　
和
義 

　
　
　
　
服
部
　
　
忍 

　
　
　
　
高
橋
　
尚
義 

室
　
長
　
中
村
　
　
雅 

　
　
　
　
後
藤
　
正
明 

　
　
　
　
小
林
　
英
樹 

行
財
政
改
革
推
進
室 

丹
後
の
魅
力
発
信 

　
　
　
拠
点
整
備
推
進
室 

　市では、８月１日から新たに、真の地方分権を目指し、　市では、８月１日から新たに、真の地方分権を目指し、行政シ行政シ

ステムを見直すステムを見直す「行財政改革推進室」「行財政改革推進室」と、丹後の情報・魅力の積と、丹後の情報・魅力の積

極的な発信と都市との交流の推進を図るため、京阪神と首極的な発信と都市との交流の推進を図るため、京阪神と首都圏そ都圏そ

れぞれに、京丹後市の官民の拠点施設を整備するれぞれに、京丹後市の官民の拠点施設を整備する「丹後の魅力発「丹後の魅力発

信拠点整備推進室」信拠点整備推進室」の２つの推進室を設置しました。の２つの推進室を設置しました。 

丹
後
の
情
報
・
魅
力
の
発
信
、
都
市
と
の
交
流
の
推
進
を
図
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
丹
後
市
の
官
民
の
拠
点
施
設
を
整
備
す
る 

真
の
地
方
分
権
を
目
指
し 

　
　
　
　
行
政
シ
ス
テ
ム
を
抜
本
的
に
見
直
す 

　市では、８月１日から新たに、真の地方分権を目指し、行政シ

ステムを見直す「行財政改革推進室」と、丹後の情報・魅力の積

極的な発信と都市との交流の推進を図るため、京阪神と首都圏そ

れぞれに、京丹後市の官民の拠点施設を整備する「丹後の魅力発

信拠点整備推進室」の２つの推進室を設置しました。 

　
「
行
財
政
改
革
推
進
室
」
は
、
行

政
運
営
か
ら
行
政
経
営
へ
の
転
換
や
、

政
策
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
、

新
し
い
行
政
手
法
を
取
り
入
れ
る
と

と
も
に
、
更
な
る
市
民
起
点
・
市
民

参
画
・
市
民
協
働
の
し
く
み
づ
く
り

を
検
討
す
る
な
ど
、
京
丹
後
市
の
将

来
の
発
展
に
向
け
て
の
指
針
と
な
る

「
行
財
政
改
革
推
進
計
画
」
を
策
定

し
、
着
実
に
実
行
し
て
い
く
た
め
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
し
て
企
画

政
策
部
内
に
設
置
し
ま
し
た
。 

　
行
財
政
改
革
の
主
な
内
容 

　
○
民
間
委
託
の
推
進 

　
○
市
民
と
行
政
の
協
働
方
策 

　
○
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
の
見
直

し 

　
○
本
庁
・
市
民
局
の
業
務
体
制
と

職
務
権
限
の
見
直
し 

　
○
職
員
適
正
化
計
画
の
作
成 

　
○
中
・
長
期
の
財
政
計
画
の
作
成 

　
○
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
の
改

善 

　
○
政
策
評
価
、
事
業
評
価
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
よ
る
事
業
の
見
直

し 

　
な
お
、
市
長
を
本
部
長
と
し
て
市

役
所
内
に
「
行
財
政
改
革
推
進
本
部
」

を
設
け
、
全
市
を
あ
げ
て
取
り
組
む

ほ
か
、
「
行
財
政
改
革
推
進
計
画
」

の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
「
行
財
政

改
革
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
、
市

民
の
み
な
さ
ん
や
学
識
経
験
者
の
か

た
な
ど
か
ら
幅
広
い
意
見
を
取
り
入

れ
て
い
き
ま
す
。 

 

　
ま
た
、
「
丹
後
の
魅
力
発
信
拠
点

整
備
推
進
室
」
は
、
丹
後
の
情
報
・

魅
力
の
積
極
的
な
発
信
と
、
都
市
と

の
交
流
の
推
進
を
図
る
た
め
、
京
阪

神
と
首
都
圏
に
「
京
丹
後
市
の
官
民

の
拠
点
施
設
」
を
設
置
。
丹
後
の
観

光
や
も
の
づ
く
り
、
農
林
水
産
業
、

歴
史
文
化
な
ど
各
分
野
の
魅
力
、
情

報
を
総
合
的
に
発
信
し
て
い
く
も
の

で
、
具
体
的
内
容
を
検
討
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
し
て
商
工
観
光

水
産
部
内
に
設
置
し
ま
し
た
。 

　
拠
点
施
設
の
具
体
的
内
容 

　
○
京
丹
後
市
の
観
光
宣
伝
・

　
　
誘
客 

　
○
京
丹
後
市
の
農
林
水
産
物

　
　
の
販
売
・
紹
介 

　
○
京
丹
後
市
の
も
の
づ
く
り

　
　
（
織
物
・
機
械
金
属
業
な

　
　
ど
）
の
販
売
・
紹
介 

　
○
京
丹
後
市
の
歴
史
・
文
化
・

　
　
風
土
の
紹
介 

　
○
京
阪
神
地
区
・
首
都
圏
の

　
　
丹
後
人
会
の
拡
大
と
一
層

　
　
の
活
性
化 

　
○
都
市
と
の
交
流
拠
点
（
第

　
　
二
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
） 

　
な
お
、
市
役
所
内
の
検
討
と
併
せ
、

拠
点
施
設
へ
の
出
品
や
出
店
の
可
能

な
団
体
、
企
業
、
近
隣
の
自
治
体
に

呼
び
か
け
「
拠
点
施
設
設
置
本
部
」

を
組
織
し
て
具
体
的
内
容
を
詰
め
て

い
き
ま
す
。 

平成16年８月 広報きょうたんご 

15

　
京
丹
後
市
の
誕
生
と
歩
調
を
あ

わ
せ
、
四
月
一
日
に
発
足
し
た
「
京

丹
後
市
体
育
協
会
」
の
新
た
な
る

船
出
を
祝
う
「
設
立
記
念
式
典
・

祝
賀
会
」
が
、
六
月
二
十
六
日
に

丹
後
あ
じ
わ
い
の
郷
（
弥
栄
町
鳥

取
）
で
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
マ
リ
ン
バ
の
軽
快
な
演
奏
で
幕

を
開
け
た
式
典
に
は
、
協
会
役
員

や
協
会
加
盟
の
競
技
団
体
代
表
の

ほ
か
、
来
賓
と
し
て
中
山
市
長
や

近
隣
市
町
の
体
育
協
会
長
な
ど
約

百
八
十
人
が
出
席
。 

　
初
代
会
長
の
今
西
仁
さ
ん
（
峰

山
町
丹
波
）
が
「
元
気
と
活
力
に

あ
ふ
れ
、
市
民
が
健
康
で
笑
顔
と

あ
い
さ
つ
に
包
ま
れ
た
明
る
い
社

会
を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
、
地
域

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
力
強
く
式

辞
を
述
べ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
来

賓
か
ら
は
、
お
祝
い
と
地
域
ス
ポ

ー
ツ
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
体

育
協
会
へ
期
待
す
る
熱
い
言
葉
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
一
般
公
募
（
二
十
三
人
・

四
十
一
点
）
か
ら
選
ば
れ
た
体
育

協
会
旗
が
初
め
て
披
露
さ
れ
、
最

優
秀
賞
の
デ
ザ
イ
ン
を
制
作
し
た

吉
岡
佐
和
子
さ
ん
（
弥
栄
町
木
橋
）

と
、
優
秀
賞
の
本
城
み
な
み
さ
ん

（
大
宮
町
谷
内
）
、
堤
創
さ
ん
（
網

野
町
浅
茂
川
）
、
下
村
浩
祐
さ
ん

（
網
野
町
網
野
）
の
三
人
に
賞
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
式
典
に
は
、
網
野
町
出
身
で
ア

テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
男
子
レ
ス
リ

ン
グ
六
十
㎏
級
フ
リ

ー
ス
タ
イ
ル
に
出
場

さ
れ
る
井
上
謙
二
さ

ん
と
、
ア
テ
ネ
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
車
椅
子

陸
上
競
技
に
出
場
さ

れ
る
寒
川
進
さ
ん
も

お
祝
い
に
駆
け
つ
け
、

新
た
な
出
発
に
華
が

添
え
ら
れ
ま
し
た
。 

地域スポーツの 

　さらなる 

　　発展・飛躍に 

協会旗をデザインされた 

吉岡佐和子さん 

体育協会旗 

京丹後市の「丹」と、人と人の助け合い、 

協力を「輪」として表象しています 

（敬称略） 

会　　長 

副 会 長 

副 会 長 

副 会 長 

副 会 長 

副 会 長 

理 事 長 

副理事長 

副理事長 

常任理事 

常任理事 

常任理事 

今西　　仁 

伊東　嵩英 

上田　　誠 

中江　雄三 

平井　章生 

長砂　幸男 

松本　博之 

金田　　仁 

行待　佳平 

小石原正志 

野木　　武 

谷口　雅昭 

峰山町丹波 

大宮町口大野 

網野町網野 

丹後町間人 

弥栄町溝谷 

久美浜町平田 

大宮町周枳 

峰山町丹波 

弥栄町溝谷 

網野町網野 

丹後町大山 

久美浜町 

役　員 

井
上
謙
二
さ
ん

井
上
謙
二
さ
ん 

寒
川
進
さ
ん
を
迎
え

寒
川
進
さ
ん
を
迎
え 

　
　
　
　
激
励
の
集
い

　
　
　
　
激
励
の
集
い 

　
網
野
町
出
身
で
、
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
男

子
レ
ス
リ
ン
グ
六
十
㎏
級
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
に

出
場
さ
れ
る
井
上
謙
二
さ
ん
と
、
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
車
椅
子
陸
上
競
技
に
出
場
さ
れ
る
寒
川
進

さ
ん
を
招
き
、
六
月
二
十
六
日
に
ア
ミ
テ
ィ
丹

後
（
網
野
町
網
野
）
で
「
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
激
励
の
集
い
」
（
同
実

行
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
勇
壮
な
「
う
ら
し
ま
太
鼓
」
の
演
奏
で
始
ま

っ
た
集
い
で
は
、
実
行
委
員
会
・
会
長
の
幾
田

章
宏
さ
ん
が
「
出
場
は
、
市
民
に
夢
と
希
望
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
健
闘
を
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。
両
選
手
の
練
習
の
様
子
や
、

こ
れ
ま
で
の
活
躍
を
紹
介
す
る
ビ
デ
オ
放
映
に

続
き
、
京
都
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
の
会
長
や
車
椅

子
陸
上
競
技
チ
ー
ム
の
監
督
、
ま
た
高
校
時
代

の
恩
師
な
ど
か
ら
お
祝
い
と
激
励
の
言
葉
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。 

　
お
二
人
は
、

会
場
に
集
ま
っ

た
約
三
百
人
に

感
謝
の
言
葉
を

述
べ
る
と
と
も
に
、

ア
テ
ネ
に
向
か

い
み
な
ぎ
る
決

意
を
語
ら
れ
ま

し
た
。 井

上
謙
二
さ
ん 

寒
川
進
さ
ん
を
迎
え 

　
　
　
　
激
励
の
集
い 

井
上
謙
二
さ
ん
（
右
） 

寒
川
　
進
さ
ん
（
左
） 

今
西
会
長
が 

　
さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
い
ま
し
た 

京丹後市体育協会が発足京丹後市体育協会が発足 京丹後市体育協会が発足 
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熱戦　
交流

熱戦　
交流 

熱戦　
交流

熱戦　
交流 

熱戦　
交流 

峰山地域スポーツ祭典峰山地域スポーツ祭典 峰山地域スポーツ祭典峰山地域スポーツ祭典 峰山地域スポーツ祭典 

　
台
風
の
影
響
も
あ
り
蒸
し
暑
い
日
と

な
っ
た
六
月
二
十
日
、
「
京
丹
後
市
峰

山
地
域
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
」（
市
体
育
協
会

峰
山
支
部
・
市
・
教
育
委
員
会
共
催
）

を
途
中
ヶ
丘
公
園
（
峰
山
町
長
岡
）
を

主
会
場
に
五
会
場
で
開
催
し
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

　
八
地
区
対
抗
の
「
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
」

は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
づ
く
り

と
参
加
者
相
互
の
交
流
を
目
的
に
昭
和

四
十
二
年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
る
も

の
で
、
今
年
で
三
十
七
回
目
を
迎
え
ま

し
た
。 

　
午
前
八
時
か
ら
の
総
合
開
会
式
で
は
、

新
山
小
学
校
の
ポ
ン
ポ
ン
隊
を
先
導
に
、

峰
山
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
演
奏
に

あ
わ
せ
、
八
地
区
の
代
表
選
手
が
堂
々

の
入
場
行
進
を
行
い
ま
し
た
。 

　
開
会
宣
言
に
続
き
、
大
会
会
長
の
引

野
教
育
長
が
「
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
体

育
協
会
か
ら
社
会
体
育
功
労
者
表
彰
と

し
て
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
普
及
・
発
展

に
、
永
年
に
わ
た
っ
て
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
い
る
藤
原
四
郎
さ
ん
（
峰
山
町
西

山
）
に
垣
田
忠
男
体
育
協
会
峰
山
支
部

長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
選
手
を
代
表
し
て
多
賀
野
嘉

和
さ
ん
（
峰
山
町
荒
山
）
が
「
決
し
て

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
、
力

を
合
わ
せ
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
誓
い

ま
す
」
と
力
強
く
宣
誓
を
行
っ
た
後
、

早
速
各
会
場
に
わ
か
れ
て
九
競
技
十
二

種
目
に
、
約
千
人
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
を
務
め
た 

　
　
谷
　
博
志
さ
ん
（
右
） 

　
　
櫻
井
祥
子
さ
ん
（
左
） 

中
山
市
長
（
バ
ッ
タ
ー
）
も 

　
出
場
し
た
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

 

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た 

　
　
　
　
　
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

地
域
の
名
誉
を
か
け 

　
　
た
す
き
つ
な
い
だ
駅
伝
競
技 

第3737回 

峰山西 

峰山南 

峰山東 

吉　原 

五　箇 

長　岡 

新　山 

丹　波 

５ 

５ 

１ 

５ 

５ 

３ 

２ 

３ 

５ 

５ 

５ 

１ 

３ 

５ 

２ 

３ 

６ 

－ 

４ 

２ 

５ 

７ 

３ 

１ 

５ 

４ 

３ 

５ 

２ 

７ 

１ 

７ 

－ 

５ 

４ 

１ 

５ 

３ 

２ 

７ 

７ 

６ 

５ 

１ 

４ 

８ 

２ 

３ 

６ 

８ 

１ 

２ 

４ 

７ 

５ 

３ 

４ 

６ 

２ 

８ 

３ 

７ 

１ 

５ 

３ 

２ 

８ 

４ 

５ 

６ 

１ 

７ 

２ 

８ 

３ 

１ 

５ 

７ 

６ 

４ 

６ 

７ 

３ 

２ 

４ 

８ 

５ 

１ 

６ 

７ 

３ 

２ 

４ 

８ 

１ 

５ 

３ 

５ 

５ 

３ 

１ 

５ 

２ 

５ 

軟　式 
野　球 

壮　年 
ソフト 

実　年 
ソフト 

女　子 
バレー 

ソフト 
テニス 

ソフト 
バレー 

総　合 
順　位 

卓　球 駅　伝 
ゲートボール 
男子 女子 男子 女子 

グラウンドゴルフ 

総合成績 （数字はすべて順位） 

応援にも熱が入りました 
　　　　　　　　（南地区） 

地区名 
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京
丹
後
市
の
文
化
財
　
三

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
三 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
三

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
三 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
三

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
三 

ニュースポーツ体験教室 

ニュースポーツにニュースポーツに 
　　　　　心地よい汗　　　　　心地よい汗 
ニュースポーツに 
　　　　　心地よい汗 

　
無
理
を
せ
ず
、
誰
も
が
気
軽
に

楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
紹

介
す
る
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験

教
室
」
を
七
月
三
日
に
、
大
宮
社

会
体
育
館
（
大
宮
町
口
大
野
）
で

開
き
、
参
加
者
は
楽
し
み
な
が
ら

心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。 

　
体
験
教
室
は
、
京
丹
後
市
の
誕

生
を
記
念
し
て
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
健
康
に
関
心
を
持
つ

こ
と
に
よ
っ
て
、
健
康
の
保
持
・

増
進
を
図
ろ
う
と
、
市
と
京
都
府

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
の
共

催
に
よ
り
今
回
初
め
て
開
催
。
小

学
生
か
ら
九
十
歳
代
ま
で
の
年
齢

も
さ
ま
ざ
ま
な
親
子
や
グ
ル
ー
プ

な
ど
約
七
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、
準
備
体
操
の
後
、

各
競
技
の
協
会
員
か
ら
ル
ー
ル
や

基
本
的
な
フ
ォ
ー
ム
を
教
わ
り
、

三
班
に
わ
か
れ
て
早
速
体
験
。 

　
氷
上
で
の
カ
ー
リ
ン
グ
に
似
た
「
カ

ロ
ー
リ
ン
グ
」
や
、
柔
ら
か
い
円

盤
を
的
に
投
げ
ポ
イ
ン
ト
を
競
う
「
ス

カ
イ
ク
ロ
ス
」
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

の
ク
ラ
ブ
を
使
っ
て
の
パ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
の
よ
う
な
「
ゲ
ー
ゴ
ー
ル
ゲ

ー
ム
」
な
ど
六
種
目
の
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
に
、
歓
声
を
上
げ
な
が
ら

和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
み
ま
し
た
。 

体
力
に
あ
わ
せ
て
、 

　
　
無
理
を
し
な
い
で
楽
し
み
ま
し
た 

〜
久
美
浜
町
本
願
寺
本
堂 

　
　
（
ほ
ん
が
ん
じ
ほ
ん
ど
う
）
〜 

 

本
願
寺
（
久
美
浜
町
）
は
、
奈

良
時
代
の
行
基
（
ぎ
ょ
う
き
）
に

よ
っ
て
開
か
れ
た
お
寺
と
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
天
平
二
年
（
七

三
〇
年
）
に
行
基
が
当
地
へ
立
ち

寄
っ
た
際
に
、
一
木
に
群
れ
て
い

た
鴫
（
し
ぎ
）
を
眺
め
て
い
た
と

こ
ろ
、
そ
れ
ら
が
仏
と
な
り
西
方

へ
飛
び
去
っ
た
と
い
い
ま
す
。
こ

れ
を
見
た
行
基
は
、
鴫
の
群
れ
て

い
た
木
を
使
っ
て
仏
を
造
り
、
お

堂
に
安
置
し
、
鴫
に
ち
な
み
、
霊

鴫
（
し
ぎ
）
山
と
い
う
山
号
を
称

し
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
本
願
寺
に
残
る
正
安
元

年
（
一
二
九
九
年
）
の
文
書
に
よ

れ
ば
、
浄
土
宗
の
開
祖
で
あ
る
法

然
上
人
（
ほ
う
ね
ん
し
ょ
う
に
ん
）

が
、
建
久
三
年
（
一
一
九
二
年
）

に
来
寺
し
、
後
白
河
院
（
一
一
二

七
年
〜
一
一
九
二
年
）
の
追
善
を

行
っ
た
と
伝
え
、
寺
伝
に
よ
れ
ば
、

こ
の
時
に
朝
廷
か
ら
勅
使
を
迎
え

た
と
さ
れ
、
そ
の
時
に
勅
使
門
が

建
て
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
天
正
一

四
年（
一
五
八
六
年
）

の
文
書
に
よ
れ
ば
、

千
体
仏
は
浄
土
教

の
先
駆
者
で
あ
る

恵
心
僧
都
（
え
し

ん
そ
う
ず
）
が
ま

つ
っ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
本
願
寺
は
、

お
寺
に
残
さ
れ
た

文
書
か
ら
、
恵
心

僧
都
や
法
然
上
人
と
の
関
係
が
伝

え
ら
れ
、
中
世
期
に
は
浄
土
宗
の

お
寺
と
し
て
存
在
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。 

 

本
堂
は
、
五
間
四
面
（
ご
け
ん

し
め
ん
・
堂
の
一
面
に
立
っ
て
い

る
柱
が
六
本
あ
り
、
柱
と
柱
の
間

が
五
つ
あ
る
こ
と
を
五
間
と
い
い

ま
す
）
の
入
母
屋
造
（
い
り
も
や

づ
く
り
・
屋
根
の
型
式
の
ひ
と
つ

で
、
上
は
前
後
二
方
に
傾
斜
し
、

下
は
四
方
へ
傾
斜
す
る
形
の
も
の
）

檜
皮
葺
（
ひ
わ
だ
ぶ
き
・
ひ
の
き

の
皮
を
使
っ
て
葺
い
た
も
の
）
の

建
物
で
す
。
建
物
内
部
は
、
ご
本

尊
の
阿
弥
陀
如
来
（
あ
み
だ
に
ょ

ら
い
）
立
像
を
安
置
す
る
、
三
間

四
面
の
内
陣
（
な
い
じ
ん
）
と
、

内
陣
周
囲
一
間
分
の
外
陣
（
げ
じ

ん
）
に
わ
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

本
堂
は
、
寺
伝
に
よ
れ
ば
法
然

上
人
が
、
来
寺
し
た
建
久
三
年
に

建
て
ら
れ
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。

建
築
様
式
か
ら
は
、
鎌
倉
時
代
後

期
の
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
丹
後
地
域

に
現
在
残
っ
て
い
る
建
物
の
中
で

は
最
も
古
い
も
の
で
、
た
い
へ
ん

貴
重
な
も
の
で
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
昭
和
六
一
年
（
一
九
八
六
年
）

に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。 

本願寺　本堂 
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社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

　
最
近
の
日
本
の
犯
罪
は
、増
加
と

凶
悪
化
の
一
途
を
た
ど
り
、日
々
報

道
さ
れ
る
事
件
は
、目
ま
ぐ
る
し
い

ほ
ど
で
す
。
そ
し
て
、
社
会
情
勢
を

反
映
し
て
か
、少
年
に
よ
る
暴
行
事

件
、
恐
喝
事
件
、
ま
た
強
盗
事
件
な

ど
凶
悪
な
事
件
も
多
々
発
生
す
る

な
ど
、
犯
罪
の
凶
悪
化
や
粗
暴
化
、

規
範
意
識
や
罪
悪
感
の
欠
如
、ま
た

自
己
を
抑
制
す
る
忍
耐
力
不
足
な

ど
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

　「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、犯
罪
や
非
行
の

防
止
、罪
を
犯
し
た
人
た
ち
や
非
行

に
陥
っ
た
少
年
の
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に

お
い
て
力
を
あ
わ
せ
、犯
罪
や
非
行

の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と

す
る
全
国
的
な
運
動
で
、昭
和
二
十

六
年
の
第
一
回
以
来
、毎
年
実
施
さ

れ
、今
年
で
五
十
四
回
目
を
迎
え
ま

し
た
。 ふ

れ
あ
い
と

ふ
れ
あ
い
と 

　
対
話
が
築
く

　
対
話
が
築
く 

　
　
明
る
い
社
会

　
　
明
る
い
社
会 

ふ
れ
あ
い
と 

　
対
話
が
築
く 

　
　
明
る
い
社
会 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
強

化
月
間
中
（
毎
年
七
月
）
の
七
月
二
日
、

「
京
丹
後
市
更
生
保
護
大
会
」
（
主
催

京
丹
後
市
保
護
司
会
・
京
丹
後
市
更
正

保
護
協
会
・
京
丹
後
地
区
更
正
保
護
女

性
会
）
が
、
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮
（
大

宮
町
口
大
野
）
で
開
か
れ
、
学
校
関
係

者
や
民
生
児
童
委
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
な

ど
約
二
百
五
十
人
が
参
加
し
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く
り
を
誓

い
ま
し
た
。 

　
大
会
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
京

丹
後
市
保
護
司
会
の
原
功
会
長
が
「
『
す

ば
ら
し
い
ふ
る
さ
と
京
丹
後
市
』
を
目

指
し
、
心
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
が
育
ち

ま
す
よ
う
に
、
み
な
さ
ん
と
と
も
に
見

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

ま
た
、
中
山
市
長
が
、
保
護
司
会
と
更
正
保

護
協
会
な
ら
び
に
関
係
者
の
ご
尽
力
に
感
謝

と
敬
意
を
表
わ
す
と
と
も
に
「
だ
れ
も
が
、

謙
虚
に
支
え
合
っ
て
、
生
か
し
あ
っ
て
、
わ

か
り
あ
っ
て
い
け
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
、

ま
た
一
人
ひ
と
り
を
本
当
に
大
切
に
す
る
、

喜
び
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
み
な
さ

ん
と
と
も
に
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
祝

辞
を
行
う
と
と
も
に
、
野
沢
太
三
法
務
大
臣

か
ら
の
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
へ
の

協
力
を
依
頼
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。 

　
環
境
月
間
中
（
六
月
）
の
六
月
二
十
五
日
、
大

宮
町
建
設
業
協
会
（
会
長
・
井
野
瑛
和
さ
ん
・
十

一
社
）
の
み
な
さ
ん
が
、
お
お
み
や
ロ
ー
ド
パ
ー

ク
（
大
宮
町
口
大
野
）
で
清
掃
作
業
に
汗
を
流
さ

れ
ま
し
た
。 

　
協
会
の
み
な
さ
ん
は
、
年
間
を
通
じ
て
清
掃
活

動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
奉
仕
活
動
を
行
わ
れ
、
今

回
は
、
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
京
丹
後
市
の

玄
関
口
を
美
し
く
し
、
観
光
客
を
気
持
ち
よ
く
迎

え
よ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
こ
の
日
、
午
前
八
時
三
十
分
に
集
合
し
た
会
員

約
三
十
人
は
、
草
刈
り
機
を
手
に
、
五
十
㌢
以
上

に
伸
び
た
雑
草
に
大
粒
の
汗
を
流
し
な
が
ら
奮
闘
。

約
二
時
間
を
か
け
、
草
を
刈
り
取
る
と
と
も
に
、

空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
散
乱
ご
み
を
回

収
し
ま
し
た
。 

 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
明
る
い
社
会
づ
く
り 

の
た
め
、
幅
広
く
、
地
域
に
根
ざ
し
た
運 

動
を
行
う
こ
と
を
誓
い
ま
し
た 
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氏　名 

小森　清志 

増田　久夫 

山本　　修 

川口　教子 

梅田　　薫 

深田クニ子 

高田　伍郎 

澤　　昭彦 

住　所 

峰山町長岡 

峰山町荒山 

大宮町河辺 

大宮町奥大野 

網野町網野 

網野町網野 

網野町浜詰 

網野町三津 

電話番号 

62-4062 

62-0599 

64-4199 

64-4325 

72-1091 

72-1282 

74-0645 

72-0824

氏　名 

竹村　増宏 

中江由理子 

富田　佳治 

大森　建夫 

増馬　　武 

山下　清子 

岡野伊津子 

岸本　久雄 

住　所 

丹後町成願寺 

丹後町間人 

弥栄町吉沢 

弥栄町鳥取 

久美浜町三谷 

久美浜町郷 

久美浜町葛野

久美浜町浦明 

電話番号 

75-2090 

75-1796 

65-2416 

65-2351 

82-0857 

84-0163 

83-0158 

83-0229

電話番号 

62-2090 

64-4552 

74-0714 

76-0814 

65-3846 

85-0281

氏　名 

田中喜久治 

村尾　俊英 

松本　淳子 

岡野　冨治 

山副　年之 

野村　照美 

住　所 

峰山町二箇 

大宮町谷内 

網野町俵野 

丹後町袖志 

弥栄町鳥取 

久美浜町芦原 

知的障害者相談員 身体障害者相談員 

　京丹後市には、京都府から委託された「京都府身体障害者相談員」（16人）と、「知的障害者相談員」（６人）

を配置しています。 

　相談員は、民間の協力者で、身体障害者（児）・知的障害者（児）のかたの家庭における養育や生活などに関

するさまざまな相談に応じ、必要な助言・指導を行うとともに、市と協力して地域活動の推進や障害者のかたに

対する理解を深めていただく活動を行っていただいています。 

　秘密は、固く守られますので、障害についてお困りのかたは、お気軽にご相談ください。 

お気軽にご相談くださいお気軽にご相談ください 

京都府身体障害者相談員・知的障害者相談員京都府身体障害者相談員・知的障害者相談員 

お気軽にご相談くださいお気軽にご相談ください 

京都府身体障害者相談員・知的障害者相談員京都府身体障害者相談員・知的障害者相談員 

お気軽にご相談ください 

京都府身体障害者相談員・知的障害者相談員 

　
音
楽
を
通
し
て
ふ
れ
あ
い
を
深
め
よ
う
と
、

六
月
二
十
日
に
ア
ミ
テ
ィ
丹
後（
網
野
町
網
野
）

を
会
場
に
、「
網
野
町
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」

（
同
実
行
委
員
会
主
催
）が
開
か
れ
、来
場
者
約

五
百
人
は
、軽
快
な
演
奏
と
さ
わ
や
か
な
歌
声

に
心
和
ま
せ
ま
し
た
。 

　「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」は
、約
二
十
年
前

に
中
学
生
と
住
民
が
、音
楽
を
通
じ
て
心
の
豊

か
さ
を
築
こ
う
と
開
催
し
た
こ
と
が
始
ま
り

で
、今
年
で
十
七
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。　 

　「
心
と
心
が
ひ
び
き
合
う
」を
テ
ー
マ
に
、網

野
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
で
幕
を
開
け
た

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、三
津
小
学
校
や
高
齢
者
大

学
唱
歌
講
座
の
み
な
さ
ん
な
ど
年
代
も
さ
ま

ざ
ま
な
九
団
体
が
出
演
し
、日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
次
々
と
披
露
。一
曲
ご
と
に
大
き
な
拍

手
が
贈
ら
れ

る
と
と
も
に
、

来
場
者
も
一

緒
に
口
ず
さ

む
な
ど
、
ス
テ

ー
ジ
と
客
席

が
一
体
と
な

っ
て
ふ
れ
あ

い
を
深
め
ま

し
た
。 

 
網
野
町
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト 

ぬ
く
も
り
伝
わ
る
ス
テ
ー
ジ

ぬ
く
も
り
伝
わ
る
ス
テ
ー
ジ 

ぬ
く
も
り
伝
わ
る
ス
テ
ー
ジ 

（敬称略） （敬称略） 

さわやかな歌声が会場に響き渡りました 

OBOB招き歌唱指導招き歌唱指導 OB招き歌唱指導 OB招き歌唱指導 
郷小学校で音楽観賞会 

　
六
月
二
十
三
日
に
郷
小
学
校
（
平

松
廣
子
校
長
・
網
野
町
郷
）
で
、

同
校
出
身
の
声
楽
家
、
松
本
晃
さ

ん
を
招
き
「
音
楽
観
賞
会
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。
 

　
松
本
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
三
年

三
月
に
同
校
を
卒
業
。
網
野
中
な

ど
を
経
て
京
都
市
立
芸
術
大
学
大

学
院
を
修
了
し
、
イ
タ
リ
ア
に
留

学
さ
れ
、
現
在
は
、
滋
賀
県
立
芸

術
劇
場
び
わ
湖
ホ
ー
ル
の
専
属
歌

手
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
日
は
、
近
く
主
演
さ
れ
る
「
ジ
プ
シ
ー
男
爵
」

用
の
ひ
げ
を
生
や
し
た
姿
で
登
場
し
、「
オ
ー
ソ
レ

ミ
オ
」
や
「
野
に
咲
く
花
の
よ
う
に
」
な
ど
四
曲

を
独
唱
。
全
校
児
童
六
十
一
人
と
保
護
者
な
ど
約

三
十
人
は
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
十
一
月
に
京
都
府
丹
後
文
化
会
館
で

開
か
れ
る
丹
後
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
す

る
児
童
の
た
め
に
「
世
界
じ
ゅ
う
の
子
ど
も
た
ち
が
」

の
歌
唱
を
指
導
さ
れ

ま
し
た
。
「
合
唱
の

ポ
イ
ン
ト
は
、
歌
い

出
し
の
歌
詞
を
し
っ

か
り
み
ん
な
で
合
わ

せ
る
こ
と
」
と
、
わ

か
り
や
す
く
ア
ド
バ

イ
ス
。
約
三
十
分
と

短
い
時
間
で
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
の
歌
唱

力
は
見
違
え
る
ほ
ど

上
達
し
て
い
ま
し
た
。
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京
丹
後
市
の
誕
生
に
伴
い
、
母
子
・
寡

婦
家
庭
の
福
祉
の
さ
ら
な
る
向
上
を
願
い
、

「
京
丹
後
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
」
の
発
足

総
会
が
、
六
月
二
十
日
に
会
員
約
五
十
人

が
出
席
し
て
峰
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
峰

山
町
杉
谷
）
で
開
か
れ
、
新
た
な
船
出
を

祝
い
ま
し
た
。 

　
母
子
寡
婦
福
祉
会
は
、
こ
れ
ま
で
各
町

ご
と
に
組
織
さ
れ
、
そ
の
統
括
組
織
と
し

て
昭
和
三
十
年
に
「
丹
後
連
合
母
子
寡
婦

会
」
を
発
足
。
五
十
年
近
く
に
わ
た
っ
て

京
都
府
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
の
委
託
事

業
と
し
て
「
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
事
業
」

や
「
生
活
講
座
」
な
ど
を
は
じ
め
、
母
子
・

寡
婦
の
か
た
の
福
祉
向
上
の
た
め
の
活
動

を
行
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
　
総
会
で
は
、

中
山
市
長
が
「
住
民
の
み
な
さ
ん
の
悩
み

や
思
い
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
聞
か
せ
て
い
た

だ
く
場
、
し
く
み
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

母
子
・
寡
婦
、
子
育
て
な
ど
の
福
祉
の
さ

ら
な
る
向
上
の
た
め
、
行
政
と
母
子
寡
婦

福
祉
会
が
両
輪
と
な
っ
て
連
携
を
深
め
、

住
み
よ
い
生
き
生
き
と
し
た
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。 

　
ま
た
、
会
長
に
金
久
富
枝
さ
ん
（
弥
栄

町
芋
野
）、副
会
長
に
梅
田
豊
子
さ
ん
（
網

野
町
網
野
）
と
山
本
婦
紀
子
さ
ん
（
峰
山

町
杉
谷
）
な
ど
の
役
員
を
選
出
す
る
と
と

も
に
、
会
則
や
予
算
、
事
業
計
画
な
ど
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

京
丹
後
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
が
発
足

京
丹
後
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
が
発
足 

京
丹
後
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
が
発
足

京
丹
後
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
が
発
足 

役職名 

会　長 

副会長 

副会長 

理　事 

理　事 

会　計 

監　事 

監　事 

氏　名 

金久　富枝 

梅田　豊子 

山本婦紀子 

高橋智惠子 

西　　芳子 

久下　栄枝 

福井　芳子 

糸井　道枝 

　 住　 所 

弥栄町芋野 

網野町網野 

峰山町杉谷 

大宮町口大野 

久美浜町三谷 

丹後町此代 

久美浜町神崎 

大宮町口大野 

京丹後市母子寡婦福祉会　役員 
（敬称略） 

京丹後市母子寡婦福祉会 

　会長　金久　富枝さん 

　
五
十
年
の
歴
史
と
伝
統
あ
る
会
で
あ

り
、
責
任
の
重
さ
を
感
じ
ま
す
。 

　
時
代
の
流
れ
の
中
、
母
子
・
寡
婦
の

か
た
が
手
を
取
り
合
っ
て
、
輪
か
ら
輪

へ
と
大
き
く
、
ま
た
し
っ
か
り
と
発
展

す
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。 

消 費 生 活 ミ ニ 講 座消 費 生 活 ミ ニ 講 座  消 費 生 活 ミ ニ 講 座  

相談窓口 

 最近、消費生活にかかわるトラブルが多く発生しています 。 

 あの手この手を使っての商品の販売や勧誘の中で、トラブルの起きやすい代表的なものを今回から８回シリー

ズでご紹介します。 

教育商法　～お父さん・お母さんご注意ください～ 
 子どもを思う親の心理に、巧みにつけ込む話術で、高額な学習教材などを販売する｢教育商法｣ 。 

「クラスの○○くんから紹介された」とか、「学習指導要領に準拠している」などと、売り込む業者も増えてい

ます。ほとんどの場合、３年間分の教材が一度に送られてくるため、やる気でいたお子さんもやる気をなくした

り、使いこなせなかったりして、結局手を着けずに放っておくことも多いようです。 

　普段から教育についてよく話し合い、また学校と相談するなど、契約は慎重にしましょう。不審に思った場合

は、早めに下記の相談窓口へご連絡ください。契約後であっても、クーリングオフができます。 

※ クーリングオフ制度とは 

　　　消費者が、訪問販売などにより契約（申し込み）をした場合でも、

契約書面を受け取った日を含めて８日以内（特定の商法によるも

のは20日以内）であれば、無条件で契約の解除ができる制度です。

（詳しくは、下記の相談窓口へお尋ねください） 

 

 相談窓口 

 　京都府消費者科学センター（☎075-821-0210） 

　　京都府丹後広域振興局商工観光室（☎62-4304） 

　　商工振興課（☎69-0440）または市民局地域事業課 

さ
ら
な
る
福
祉
の
充
実
・
発
展
に

さ
ら
な
る
福
祉
の
充
実
・
発
展
に 

さ
ら
な
る
福
祉
の
充
実
・
発
展
に 

平成16年８月 広報きょうたんご 

20

丹
後
の
旬
素
材
試
食
・
講
演
会 

丹
後
の
旬
の
素
材
を
活
用
し
て

丹
後
の
旬
の
素
材
を
活
用
し
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
観
光
客
に
Ｐ
Ｒ

　
　
　
　
　
　
　
　
観
光
客
に
Ｐ
Ｒ 
丹
後
の
旬
の
素
材
を
活
用
し
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
観
光
客
に
Ｐ
Ｒ 

織物の復興を願い織物の復興を願い 

　　　あしぎぬ顕彰祭　　　あしぎぬ顕彰祭 

　
真
夏
を
感
じ
さ
せ
る
強
い
日
差
し

が
照
り
つ
け
る
七
月
二
日
、
丹
後
織

物
の
復
興
を
願
い
「
あ
し
ぎ
ぬ
顕
彰
祭
」

（
弥
栄
町
商
工
会
主
催
）
が
、
あ
し

ぎ
ぬ
苑
（
弥
栄
町
鳥
取
）
で
お
ご
そ

か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
顕
彰
祭
は
、
約
千
三
百
年
ほ
ど
前
、

聖
武
天
皇
へ
「
ち
り
め
ん
」
の
基
と

い
わ
れ
る
『
あ
し
ぎ
ぬ
』
（
練
ら
ず

に
集
め
た
太
い
蚕
糸
で
織
り
あ
げ
る

古
代
織
物
）
を
弥
栄
町
鳥
取
地
区
か

ら
献
上
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
昭
和

四
十
三
年
に
「
あ
し
ぎ
ぬ
の
碑
」
を

建
立
し
、
織
物
産
業
の
発
展
と
先
人

の
遺
徳
を
し
の
ん
で
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。 

　
三
十
六
回
目
を
迎
え
た
顕
彰
祭
に
は
、

京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局
や
織
物
関

係
者
、
区
の
役
員
の
か
た
な
ど
約
五

十
人
が
参
加
。 

　
春
日
神
社
宮
司
の
神
事
に
続
き
、

弥
栄
町
商
工
会
の
今
度
勝
会
長
が
「
『
ち

り
め
ん
』
は
、
な
ん
と
し
て
も
守
ら

ね
ば
な
ら
な
い
伝
統
産
業
で
す
。
関

係
機
関
と
連
携
を
深
め
、
織
物
産
業

の
振
興
と
地
域
の
活
性
化
に
努
め
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
先
人
の

技
術
と
努
力
を
し
の
ぶ
と
と
も
に
、

織
物
業
の
復
興
を
祈
願
し
ま
し
た
、 

参加者は、先人の偉業を讃えるとともに、 
　　　織物産業の復興を願い玉ぐしをささげました 

　
誘
客
ア
ッ
プ
と
地
元
農
水
産
物
の
普
及
を
目
指

し
、
京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局
と
京
都
府
立
海
洋

セ
ン
タ
ー
、
京
都
府
水
産
事
務
所
の
共
催
に
よ
り
、

七
月
十
四
日
に
丹
後
あ
じ
わ
い
の
郷
（
弥
栄
町
鳥

取
）
で
「
丹
後
の
旬
素
材
試
食
・
講
演
会
」
が
初

め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
ず
、
兵
庫
県
日
本
料
理
技
能
士
会
の
会
長
で
、

テ
レ
ビ
番
組
「
料
理
の
鉄
人
」
な
ど
に
出
演
さ
れ
、

有
馬
温
泉
の
旅
館
で
総
料
理
長
を
務
め
る
大
田
忠

道
さ
ん
が
「
地
域
に
こ
だ
わ
っ
た
食
材
を
使
っ
た

料
理
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
「
贅
沢
な
素
材
よ
り

丹
後
の
す
ば
ら
し
い
食
材
を
有
効
に
使
う
こ
と
が

大
切
」
、「
自

分
で
新
し
い

料
理
を
考
え
、

高
級
感
の
あ

る
名
前
を
つ

け
て
、
お
客

さ
ん
に
説
明

す
れ
ば
、
な

お
一
層
料
理

を
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
」

な
ど
と
ア
ド

バ
イ
ス
。
参

加
し
た
旅
館

や
民
宿
の
経

営
者
や
調
理
師
、
観
光
関
係
者
な
ど
約
百
三
十
人

は
、
メ
モ
を
取
る
な
ど
、
う
な
ず
き
な
が
ら
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
太
田
さ
ん
が
腕
を
ふ
る
っ
た
「
ミ
ズ
ナ

と
ト
リ
ガ
イ
の
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
」
や
「
ホ
ン
ダ
ワ

ラ
の
つ
く
だ
煮
」
、「
イ
シ
モ
ズ
ク
そ
う
め
ん
」
、

「
イ
ワ
ガ
キ
の
天
ぷ
ら
」
、「
モ
ズ
ク
カ
レ
ー
」
な

ど
、
見
た
目
も
鮮
や
か
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
料
理

が
大
皿
な
ど
に
盛
ら
れ
試
食
。
写
真
を
撮
っ
た
り
、

味
の
感
想
を
述
べ
あ
う
な
ど
、
観
光
客
を
も
て
な

す
ア
イ
デ
ア
を
探
っ
て
い
ま
し
た
。 

 丹後の旬の素材を使った 

　　　　　アイデア料理の数々 

織物の復興を願い 

　　　あしぎぬ顕彰祭 

ア
イ
デ
ア
料
理
に 

　
　
　
感
心
し
な
が
ら
試
食 
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全国高校総体など 

市内の高等学校から市内の高等学校から 

５大会に５大会に2525人が出場人が出場 ５大会に５大会に2525人が出場人が出場 ５大会に25人が出場 

◎
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

▽
中
西
盛
人
選
手
（
三
年
）
＝
レ

ス
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
八
十

四
㌔
級 

◎
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

▽
菊
田
雄
介
選
手
（
三
年
）
＝
陸

上
競
技
や
り
投
げ 

▽
高
谷
朋
和
選
手
（
三
年
）
＝
レ

ス
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
六
十

六
㌔
級 

▽
廣
野
完
選
手
（
二
年
）
＝
ウ
エ

イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
五
十
六
㌔
級

◎
全
国
高
校
生
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン

ス
タ
イ
ル
選
手
権
大
会 

▽
高
谷
朋
和
選
手
（
三
年
）
＝
六

十
六
㌔
級 

▽
澤
翔
大
選
手
（
二
年
）
＝
九
十

六
㌔
級 

▽
永
田
裕
城
選
手
（
一
年
）
＝
七

十
四
㌔
級 

◎
全
国
高
等
学
校
女
子
ウ
エ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
選
手
権
大
会 

▽
山
　
真
理
子
選
手
（
三
年
）
＝

七
十
五
㌔
級 

◎
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制

体
育
大
会 

▽
三
本
宏
　
選
手
（
三
年
）
＝
卓

球
男
子
団
体 

▽
塩
西
尚
之
選
手
（
二
年
）
＝
同 

▽
永
島
宏
教
選
手
（
二
年
）
＝
同 

▽
荒
田
育
男
選
手
（
三
年
）
＝
陸

上
競
技
男
子
八
百
ⅿ
� 

▽
橋
本
真
澄
選
手
（
三
年
）
＝
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
（
女
子
団
体
戦
） 

◎
全
国
高
等
学
校
カ
ヌ
ー
選
手
権

大
会 

▽
西
本
阿
紀
選
手
（
三
年
）
＝
女

子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
・
同
ペ
ア
・

同
フ
ォ
ア 

▽
　
田
静
香
選
手
（
三
年
）
＝
同 

▽
本
城
有
香
選
手
（
三
年
）
＝
女

子
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア 

▽
若
松
さ
つ
き
選
手
（
三
年
）
＝

同 

▽
酒
井
良
樹
選
手
（
三
年
）
＝
カ

ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
・
同
ペ
ア
・
同

フ
ォ
ア 

▽
真
鍋
達
朗
選
手
（
二
年
）
＝
同 

▽
中
道
佑
樹
選
手
（
三
年
）
＝
カ

ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
・
同
フ
ォ
ア 

▽
木
村
達
也
選
手
（
二
年
）
＝
カ

ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア 

▽
平
岡
崇
弘
選
手
（
一
年
）
＝
カ

ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル 

▽
西
垣
和
真
選
手
（
三
年
）
＝
カ

ナ
デ
ィ
ア
ン
シ
ン
グ
ル
・
同
ペ
ア
・

同
フ
ォ
ア 

▽
小
國
智
晴
選
手
（
三
年
）
＝
同 

▽
榎
並
智
也
選
手
（
一
年
）
＝
カ

ナ
デ
ィ
ア
ン
フ
ォ
ア 

▽
多
賀
野
直
人
選
手
（
一
年
）
＝

カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
フ
ォ
ア 

　
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
）
を
は
じ
め
、
多
く
の
競
技
で
全
国
大
会
が

行
わ
れ
ま
す
。 

　
京
丹
後
市
の
各
高
等
学
校
や
分
校
か
ら
は
、
陸

上
競
技
や
レ
ス
リ
ン
グ
な
ど
、
五
大
会
六
競
技
に

二
十
四
人
の
選
手
が
出
場
。 

　
各
大
会
に
出
場
す
る
選
手
を
紹
介
し
ま
す
。 

峰
山
高
等
学
校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

網
野
高
等
学
校 

網
野
高
等
学
校 

　
　
間
人
分
校 

久
美
浜
高
等
学
校 

峰山高等学校 
中西　盛人選手 

網野高等学校からは３大会に６人が出場 

網野高等学校間人分校から出場する５人 

久
美
浜
高
等
学
校
か
ら
は 

　
　
　
十
三
人
が
全
国
大
会
に
出
場 

市内の高等学校から 
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自
然
環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た
美

術
展
「
丹
後
ア
ー
ト
・
ク
ラ
フ
ト

展
」
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
、

七
月
三
日
か
ら
十
一
日
ま
で
の
九

日
間
、
か
ぶ
と
山
虹
の
家
（
久
美

浜
町
か
ぶ
と
山
公
園
内
）
で
開
か

れ
、
来
場
者
は
、
自
然
保
護
へ
の

願
い
を
表
現
し
た
個
性
的
な
作
品

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
作
品
展
は
、
久
美
浜
町
内

の
作
家
ら
が
中
心
と
な
り
、
地
球

温
暖
化
や
環
境
破
壊
な
ど
、
現
在

の
自
然
や
環
境
を
見
つ
め
直
し
、

創
作
活
動
を
通
じ
て
自
然
と
の
共

存
を
み
ん
な
で
考
え
よ
う
と
企
画
。

各
地
で
活
躍
す
る
作
家
な
ど
に
呼

び
掛
け
て
平
成
九
年
か
ら
毎
年
開

い
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
八
回

目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。 

　
会
場
に
は
、
丹
後
地
方
を
は
じ

め
、
但
馬
、
丹
波
地
方
な
ど
か
ら

二
十
一
人
の
作
家
が
出
展
。
黒
い

砂
と
廃
材
、
油
絵
で
空
と
海
を
表

現
し
た
作
品
の
ほ
か
、
写
真
、
陶

芸
草
木
染
め
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

作
家
が
幅
広
い
手
法
で
自
然
へ
の

思
い
を
表
現
し
た
作
品
が
会
場
い

っ
ぱ
い
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

　
な
か
で
も
、『「
へ
」
の
か
た
ち
』

と
題
し
た
縦
一
・
九
　
、
横
一
・

六
　
も
あ
る
巨
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス

に
、
炎
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
描
か
れ

た
二
枚
の
絵
は
、
来
場
者
の
注
目

を
集
め
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
開
催
期
間
中
に
「
七
夕
」

が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
「
星
に

祈
り
を
」
と
題
し
た
笹
で
つ
く
っ

た
オ
ブ
ジ
ェ
も
展
示
。
来
場
者
が

願
い
事
を
書
い
た
和
紙
が
結
び
付

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
実
行
委
員
会
事
務
局
の
角
田
吉

高
さ
ん
に
よ
る
と
、
今
年
は
若
い

作
家
の
出
展
が
多
か
っ
た
と
の
こ

と
。
会
場
を
訪
れ
た
市
内
の
男
性

は
「
毎
回
楽
し
み
に
来
て
い
ま
す
。

自
然
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
る
に

は
、
虹
の
家
は
最
適
で
す
ね
。
今

年
は
、
夏
の
開
催
で
ち
ょ
っ
と
暑

い
で
す
が
」
と
汗
を
に
じ
ま
せ
な

が
ら
作
品
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

個
性
豊
か
な
作
品
ズ
ラ
リ

個
性
豊
か
な
作
品
ズ
ラ
リ 
個
性
豊
か
な
作
品
ズ
ラ
リ 

虹
の
家
で
ア
ー
ト
ク
ラ
フ
ト
展

虹
の
家
で
ア
ー
ト
ク
ラ
フ
ト
展 
虹
の
家
で
ア
ー
ト
ク
ラ
フ
ト
展

虹
の
家
で
ア
ー
ト
ク
ラ
フ
ト
展 
虹
の
家
で
ア
ー
ト
ク
ラ
フ
ト
展 

環境をテーマにしたさまざまな作品が展示されました 
　　　　　　　　　　　　　　　　（かぶと山・虹の家） 

　
六
月
十
二
日
・
十

三
日
に
、
茨
城
県
水

戸
市
の
茨
木
県
立
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体

育
館
で
「
第
三
十
回

全
国
中
学
生
レ
ス
リ

ン
グ
選
手
権
大
会
」

が
行
わ
れ
、
網
野
ち

び
っ
こ
レ
ス
リ
ン
グ

教
室
所
属
の
選
手
が
、

四
階
級
を
制
覇
す
る

な
ど
、
見
事
な
成
績

を
お
さ
め
ま
し
た
。 

　
女
子
四
十
四
㌔
級

で
優
勝
し
た
三
村
冬

子
選
手
（
網
野
中
学

校
三
年
）
は
、
昨
年
に
続
き
同
大

会
二
連
覇
。
男
子
五
十
九
㌔
級
で

は
、
昨
年
の
同
大
会
で
三
位
の
高

谷
惣
亮
選
手
（
同
三
年
）
が
見
事

雪
辱
し
優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、

男
子
四
十
二
㌔
級
に
出
場
し
た
小

石
原
拓
馬
選
手
（
同
二
年
）
と
、

女
子
四
十
㌔
級
に
出
場
し
た
堀
内

優
選
手
（
同
二
年
）
が
全
国
中
学

生
大
会
で
初
優
勝
。
こ
の
ほ
か
、

堀
内
選
手
と
同
階
級
に
出
場
し
た

明
尾
弥
紀
選
手
（
同
二
年
）
が
三

位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、
三
村
さ
ん
は
、
八
月

五
日
か
ら
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
で
開

か
れ
た
ア
ジ
ア
カ
デ
ッ
ト
女
子
レ

ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
（
十
七
歳

以
下
の
大
会
）
に
、
ま
た
、
高
谷

君
と
小
石
原
君
は
七
月
三
十
一
日

か
ら
韓
国
で
開
か
れ
た
日
韓
親
善

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。 

網
野
勢
が
四
階
級
制
覇

網
野
勢
が
四
階
級
制
覇 

網
野
勢
が
四
階
級
制
覇

網
野
勢
が
四
階
級
制
覇 

網
野
勢
が
四
階
級
制
覇 

全
国
中
学
生
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権 

左から、高谷君、小石原君、堀内さん、三村さん、
明尾さん 



平成16年８月 広報きょうたんご 

24

開館時間　10：00～18：00（峰山・あみの図書館は、水曜日のみ19：00まで） 

休 館 日　月曜日（祝日の場合は翌日も休館）・国民の祝日・毎月１日（館内整理日） 

　　　　　年末年始（12月28日～１月４日） 

 図書館の本は、１人２冊まで予約ができます。 

　「貸出中のあの本が読みたい！」と思われたときは、ぜひ予約してください。（あみの図書館を利用され

ているかたは、インターネットを利用して市のホームページからも予約できます） 

　京都府内の図書館や、国立国会図書館からも本を借りることができ、また希望によって図書館が購入する

こともありますので、読みたい本が図書館に見あたらない場合は、お気軽に声をかけてください。 

丹後図書室 

 ７月７日から乳幼児を対象に、読み聞かせを始めまし

た。毎週水曜日の10：00から10：50まで行っていますの

で、ぜひお越しください。 

 ４月から６月まで

の３か月間で、市立

図書館全体で948人

のかたが新規に利用

登録されました。 

　貸出冊数も増加し

ています。ぜひ、一

度図書館にお立ち寄

りください。 

本の予約本の予約 本の予約 

図書館から図書館から 図書館から 

網野町・30歳代・女性 

 『女王の百年密室』 森　博嗣　著 

 （幻冬社・2001年） 

あらすじと感想 

　時は今から100年後。主人公ミチルは、乗って

いた車が故障して、ルナティックシティという小

さな城壁都市に迷い込む。そこは、女王が統治し、

不満も争いもない世界。しかし、女王の塔の中で

殺人が起こる。警察機構もないこの世界で、ミチ

ルはパートナーのロイディと推理を始めた。 

 手塚治虫の『火の鳥』を思わせるような最後の

展開が素晴らしく、人の命の尊厳についても考え

させられる一冊です。結末を知ってから改めて読

み直しても、また違った面白さに出会える本です。 

わたしのおすすめの本わたしのおすすめの本 わたしのおすすめの本 

あみの図書館 

 図書館での読み聞かせのほかに、多くのボランティア

のかたの協力を

得て、小学校や

保育所で読み聞

かせの「出前」

を行っています。

７月２日から三

津小学校でも開

始しました。 

利用者の声 
 峰山町・60歳代・男性 

峰山とあみの図書館を利用しています。両方の図

書館を利用するかたが、今後もどんどん増えていく

と思います。来るたびに新しい本との出会いがあり、

　　　　１人10冊も借りられることも 

　　　　　うれしいです。 

あみの図書館 

市立図書館　利用のご案内市立図書館　利用のご案内 市立図書館　利用のご案内 

弥栄図書室 

 現在、蔵書データの点検・整備を行っています

ので、これまでと本の場所が変わっているところ

があります。お探しの本が見当たらない場合は、

職員にお尋ねください。より利用しやすい図書室

を目指して作業を進めていますので、当分の間ご

不便おかけしますが、ご理解をお願いします。 

 弥栄図書室でも「読み聞かせ」を計画し、読み

手になっていただけるかたを現在募集しています。

土曜日の午後に30分程度、ご協力いただけるかた

は、ご連絡ください。「読み聞かせ」についての

詳しい日程は、広報紙などでお知らせします。 

　７月に入り、課題図書など約120冊の新しい本

を購入しました。子ども向けの月刊誌の定期購読

も始めましたので、ぜひ一度手に取ってご覧くだ

さい。 

平成16年８月 広報きょうたんご 

25

　京丹後市と（財）京都府丹後文化事業団、NHK京都放送局

では、京丹後市発足を記念して、ＮＨＫ総合テレビ「土曜特

集『ふるさと皆様劇場』」の公開録画を行います。 

 この番組は、昔ながらの芝居小屋の雰囲気を活かして、地

元のみなさんに舞台へ登場していただき、客席のみなさんと

のふれあいやトークを楽しむ視聴者参加型の人気番組です。 

 この公開録画の観覧をご希望のかたを募集します 。 

　多くのご応募をお待ちしています。 

●日 　時　10月18日（月）　 

　　　　　 開場予定 17：00 

             　開演予定 18：00 

             　終演予定 21：00 

●会 　場　京都府丹後文化会館（峰山町杉谷） 
●入 場 料　　無料 

●出 演 者（敬称略）　前川　清、梅沢富美男、伍代夏子、梅沢劇団、地元のみなさん　ほか 

●申し込み　　往復はがきでお申し込みください。 

 　　　　　　「往復はがき」の往信用裏面と返信用表面に、郵便番号・住所・氏名（往信用裏面には電話番号

　も）を記入してお申し込みください。 

 　　　　　　１枚で１人が入場できる入場券をお送りします。（10月初旬発送予定） 

 　　　　　　　※応募多数の場合は、抽選とします 。 

 　　　　　　（宛て先）〒627-8567　京丹後市役所企画推進課内「ふるさと皆様劇場」観覧係（住所は不要です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　（往信面・表）　　　　　（返信面・裏）　　　　　　　　（返信面・表）　　　　　（往信面・裏） 

 

●募集期間　９月１日（水）～９月21日（火）《必着》 
●放 送 日　　未定（土曜日　19：30～20：39　ＮＨＫ総合テレビ「土曜特集」枠内） 

●お問い合わせ先　　企画推進課（☎69-0120）・（財）京都府丹後文化事業団（☎62-5200） 

NHKNHKテレビ番組テレビ番組 

 「ふるさと皆様劇場」「ふるさと皆様劇場」 

 公開録画　観覧者を募集公開録画　観覧者を募集 

NHKテレビ番組 

 「ふるさと皆様劇場」 

 公開録画　観覧者を募集 

京
丹
後
市
役
所
　
企
画
推
進
課
内 

「
ふ
る
さ
と
皆
様
劇
場
」
観
覧
係 

８５６７ ６２７ 

記入不要 

入場券の文面を印刷して 

返信します。 

往信 ご
自
分
の 

　
・
郵
便
番
号 

　
・
住
所 

　
・
氏
名 

　
　
　
　
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。 

ご自分の 

　・郵便番号 

　・住所 

　・氏名 

　・電話番号 

　　　をお書きください。 

  

返信 

往復はがきの書き方 

前川　清 梅沢富美男 伍代　夏子 
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E-mail  hishokoho@city.kyotango.kyoto.jp

人口のうごき 

男　　　31,809人 

女　　　34,521人 

計　　　66,330人 

世帯数　21,989 

　　　（７月１日現在） 

夏本番！！　海開き夏本番！！　海開き 夏本番！！　海開き 
　
本
格
的
な
夏
の
到
来
を
告

げ
る
「
海
開
き
」
が
七
月
一

日
に
行
わ
れ
、
市
内
の
海
水

浴
場
が
一
斉
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。 

　
後
ヶ
浜
海
水
浴
場
（
丹
後

町
間
人
）
で
午
前
十
時
か
ら

行
わ
れ
た
「
丹
後
町
海
水
浴

場
開
き
」
に
は
、
観
光
協
会

や
商
工
会
、
区
の
代
表
な
ど

約
三
十
人
が
参
列
。 

　
海
を
清
め
る
神
事
に
続
き
、

丹
後
町
観
光
協
会
の
志
村
朝

雄
会
長
が
「
京
丹
後
市
元
年
の
年
、

事
故
の
な
い
、
に
ぎ
わ
い
の
あ

る
夏
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
の
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
な
ど
を
行
い
、
シ
ー
ズ
ン
中

の
無
事
故
を
祈
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
丹
後
六
町
商
工
会
女

性
部
の
「
よ
さ
こ
い
丹
後
夢
美
人
」

（
代
表
・
藤
井
美
枝
子
さ
ん
・

峰
山
町
織
元
）
の
メ
ン
バ
ー
約

三
十
人
が
、
そ
ろ
い
の
丹
後
ち

り
め
ん
の
衣
装
で
「
よ
さ
こ
い

踊
り
」
を
披
露
し
、
「
京
丹
後

の
夏
」
の
始
ま
り
に
華
を
添
え

ま
し
た
。 

 

来場者は、新鮮なアユの塩焼きに大満足 

アユ釣りは、前日までの天候や、その日の水温、 

水量で釣るポイントが変わるため、愛好家は真 

剣なまなざしで水面を見つめていました 

アユ釣り漁　解禁アユ釣り漁　解禁 アユ釣り漁　解禁 
　
清
流
「
野
間
川
」
で
七
月
四
日
、
待
望
の
ア
ユ
釣
り
漁
が
解
禁
に
な
り
、

早
朝
か
ら
多
く
の
愛
好
家
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
野
間
川
は
、
ア
ユ
の
好
漁
場
で
知
ら
れ
、
午
前
六
時
の
解
禁
を
前
日
か

ら
待
つ
愛
好
家
も
多
く
、
早
朝
か
ら
目
当
て
の
ポ
イ
ン
ト
で
長
竿
を
操
り
、

釣
果
を
競
い
ま
し
た
。 

　
野
間
漁
業
協
同
組
合
で
は
、
解
禁

に
あ
わ
せ
五
月
か
ら
二
回
に
わ
け
て

稚
ア
ユ
を
放
流
。
夏
を
感
じ
さ
せ
る

好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
愛
好
家
は
、

次
々
と
釣
り
上
げ
た
ア
ユ
が
、
太
陽

の
日
差
し
を
う
け
て
川
面
を
は
ね
、

銀
色
に
輝
く
姿
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
野
中
区
の
主
催
に
よ
り
午

前
十
時
か
ら
「
野
間
そ
ば
ま
つ
り
」

が
野
中
公
民
館
で
開
か
れ
、
町
内
外

か
ら
訪
れ
た
約
三
百
人
が
「
手
打
ち

そ
ば
」
や
「
ア
ユ
の
塩
焼
き
」
な
ど

に
舌
鼓
を
う
ち
ま
し
た
。 

よ
さ
こ
い
踊
り
が 

　
シ
ー
ズ
ン
の
始
ま
り
を
彩
り
ま
し
た 

無
事
故
と
に
ぎ
わ
い
を
願
い 

　
　
　
　
　
　
し
め
や
か
に
祈
願 


